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施設での主な感染症と感染経路

２２２２ 空気感染 （飛沫核感染）
麻麻麻麻しんしんしんしん（（（（はしかはしかはしかはしか））））

☆○☆○☆○☆○

、、、、水水水水ぼうそうぼうそうぼうそうぼうそう
☆○☆○☆○☆○

、、、、結核結核結核結核

１１１１ 飛沫感染
感冒感冒感冒感冒、、、、風風風風しんしんしんしん

☆☆☆☆

、、、、マイコプラズママイコプラズママイコプラズママイコプラズマ、、、、インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザ
☆☆☆☆☆☆☆☆

、、、、流行性耳下流行性耳下流行性耳下流行性耳下

腺炎腺炎腺炎腺炎
☆☆☆☆

、、、、百日咳百日咳百日咳百日咳
☆☆☆☆

、、、、溶連菌性咽頭炎溶連菌性咽頭炎溶連菌性咽頭炎溶連菌性咽頭炎
☆☆☆☆

、、、、肺炎球菌肺炎肺炎球菌肺炎肺炎球菌肺炎肺炎球菌肺炎、、、、手足口病手足口病手足口病手足口病
☆

接触感染３３３３ 接触感染
プールプールプールプール熱熱熱熱、、、、MRSAMRSAMRSAMRSA、、、、セラチアセラチアセラチアセラチア、、、、ヘルパンギーナヘルパンギーナヘルパンギーナヘルパンギーナ（（（（飛沫感染飛沫感染飛沫感染飛沫感染もももも）、）、）、）、疥癬疥癬疥癬疥癬

☆：接触感染もあり、 ○：飛沫感染もあり

４４４４ 経口感染
ロタウイルスロタウイルスロタウイルスロタウイルス感染症感染症感染症感染症

☆○☆○☆○☆○

、、、、ノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルス
☆○☆○☆○☆○☆○☆○☆○☆○

、、、、腸管出血性大腸菌感腸管出血性大腸菌感腸管出血性大腸菌感腸管出血性大腸菌感

染症染症染症染症（（（（OOOO----157157157157、、、、OOOO----26262626等等等等））））
☆☆☆☆

、、、、サルモネラサルモネラサルモネラサルモネラ
☆☆☆☆

、、、、カンピロバクターカンピロバクターカンピロバクターカンピロバクター、、、、赤痢赤痢赤痢赤痢
☆☆☆☆

、、、、

（（（（ポリオポリオポリオポリオ
☆☆☆☆

））））



集団免疫

・集団の構成員の一定数が免疫を獲得すると，

集団の中に感染患者が出ても流行が阻止さ

れ，集団の中の免疫を持たない人への感染

を防げることを意味するを防げることを意味する

集団免疫を獲得できるレベルは，病原体の感

染力によって異なる。



基本再生産数と集団免疫率

感染症感染症感染症感染症 基本再生産数基本再生産数基本再生産数基本再生産数（（（（R0）））） 集団免疫率集団免疫率集団免疫率集団免疫率（（（（%））））

麻疹 １６～２１ ９０～９５

ムンプス １１～１４ ８５～９０

風疹 ７～９ ８０～８５

水痘 ８～１０ ９０？

出典：国立感染症研究所 感染症情報センター

平成２０年度 感染症危機管理研修会プログラム４資料

水痘 ８～１０ ９０？

ポリオ ５～７ ８０～８６

天然痘 ５～７ ８０～８５

百日咳 １６～２１ ９０～９５

インフルエンザ ２～３ ５０～６７＊



1.  1.  インフルエンザインフルエンザ
病原体：：：：インフルエンザウイルスインフルエンザウイルスインフルエンザウイルスインフルエンザウイルス

A 型 （HHHHととととNNNNのののの組合組合組合組合せによるせによるせによるせによる亜型亜型亜型亜型） ， B 型 ，C 型型型型
感染経路：：：：飛沫 ， 接触感染
潜伏期間潜伏期間潜伏期間潜伏期間：：：：1111～～～～3333日日日日（（（（時時時時にににに7777日日日日までまでまでまで））））

症症症症 状状状状：：：：突然突然突然突然のののの発熱発熱発熱発熱（（（（38℃38℃38℃38℃以上以上以上以上），），），），悪寒悪寒悪寒悪寒，，，，頭痛頭痛頭痛頭痛，，，，

筋肉痛筋肉痛筋肉痛筋肉痛，，，，全身倦怠感全身倦怠感全身倦怠感全身倦怠感，，，，咳等咳等咳等咳等のののの呼吸器症状呼吸器症状呼吸器症状呼吸器症状筋肉痛筋肉痛筋肉痛筋肉痛，，，，全身倦怠感全身倦怠感全身倦怠感全身倦怠感，，，，咳等咳等咳等咳等のののの呼吸器症状呼吸器症状呼吸器症状呼吸器症状

人人人人へのへのへのへの伝播可能期間伝播可能期間伝播可能期間伝播可能期間：：：：発症前発症前発症前発症前１１１１日日日日～～～～発症後発症後発症後発症後７７７７日日日日

（（（（症状症状症状症状がががが消失消失消失消失して２して２して２して２日後日後日後日後））））

過去過去過去過去にににに世界的大流行世界的大流行世界的大流行世界的大流行

1918191819181918年年年年 スペインフルスペインフルスペインフルスペインフル

1957195719571957年年年年 アジアフルアジアフルアジアフルアジアフル

1968196819681968年年年年 香港香港香港香港フルフルフルフル

2009200920092009年年年年 2009H1N1pdm2009H1N1pdm2009H1N1pdm2009H1N1pdm



2009 H1N1H1N1H1N1H1N1pdmpdmpdmpdm

(喜田 宏北大教授資料より改変)



インフルエンザ発生状況について（福山市）

インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザ発生状況発生状況発生状況発生状況（（（（シーズンシーズンシーズンシーズン別集計別集計別集計別集計）））） 第第第第36週週週週～～～～翌年第翌年第翌年第翌年第35週週週週までのまでのまでのまでの集計集計集計集計

(単位単位単位単位：：：：人人人人））））

シーズンシーズンシーズンシーズン/年齢年齢年齢年齢 ００００～～～～４４４４歳歳歳歳 ５５５５～～～～１４１４１４１４歳歳歳歳 １５１５１５１５～～～～１９１９１９１９歳歳歳歳 ２０２０２０２０～～～～５９５９５９５９歳歳歳歳 ６０６０６０６０歳以上歳以上歳以上歳以上 合計合計合計合計

２０１３－１４

シーズン

600 1281 127 1004 291 3303

２０１４－１５

シーズン

858 2167 229 1640 661 5555

シーズン

２０１５－１６

シーズン

811 2411 219 1282 348 5071
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2015-2016インフルエンザ入院サーベイランス
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インフルエンザの管理・治療インフルエンザの管理・治療
日常生活日常生活日常生活日常生活

・・・・過労過労過労過労・・・・睡眠不足睡眠不足睡眠不足睡眠不足・・・・飲酒飲酒飲酒飲酒・・・・喫煙喫煙喫煙喫煙はははは発症発症発症発症のののの誘因誘因誘因誘因

予防予防予防予防

・・・・手洗い，，，，うがい
・・・・ワクチン接種（（（（重症化予防重症化予防重症化予防重症化予防））））・・・・ワクチン接種（（（（重症化予防重症化予防重症化予防重症化予防））））

消毒消毒消毒消毒

・アルコールなど・アルコールなど・アルコールなど・アルコールなど

治療治療治療治療

・・・・抗抗抗抗インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザ薬薬薬薬

・・・・対症療法対症療法対症療法対症療法 補液補液補液補液などなどなどなど



特徴と標準的な経過（インフルエンザ）

【主な特徴】

１．流行流行流行流行はははは急速急速急速急速で，罹患率罹患率罹患率罹患率もももも高高高高いいいい

２．合併症合併症合併症合併症をををを併発併発併発併発するとするとするとすると重症化重症化重症化重症化しししし易易易易いいいい（ハイリスクハイリスクハイリスクハイリスク群群群群（高齢者高齢者高齢者高齢者、慢性疾患慢性疾患慢性疾患慢性疾患をををを有有有有するするするする

者者者者、妊婦妊婦妊婦妊婦、乳幼児乳幼児乳幼児乳幼児）が罹患すると重篤化し、死亡することもある）

３．潜伏期潜伏期潜伏期潜伏期がががが短短短短めめめめ（1～3日（時に7日まで））

【標準的な経過】

飛沫飛沫飛沫飛沫・・・・接触感染接触感染接触感染接触感染

症状なし（1～3日）

発熱発熱発熱発熱（38℃以上）、悪寒悪寒悪寒悪寒、全身倦怠感全身倦怠感全身倦怠感全身倦怠感、

合併症がなければ通常2～7日で治癒

潜伏期間

発症発症発症発症

発症2日目

発症7日目

飛沫飛沫飛沫飛沫・・・・接触感染接触感染接触感染接触感染



インフルエンザの感染対策

●疑い患者・確定患者の隔離

インフルエンザが疑われる患者は，原則できるだけ

早期に個室に隔離，もしくは，同様の有症状患者を

同じ部屋に集めて隔離する。

【隔離期間の目安：解熱した後２日経過するまで】

※※※※利用者利用者利用者利用者ＡＡＡＡ・・・・ＢＢＢＢ・・・・ＣＣＣＣのののの潜伏期間潜伏期間潜伏期間潜伏期間がががが過過過過ぎるまではぎるまではぎるまではぎるまでは，，，，発症患者発症患者発症患者発症患者のいのいのいのい

たベッドにはたベッドにはたベッドにはたベッドには新規新規新規新規のののの利用者利用者利用者利用者をををを入入入入れないれないれないれない。。。。



インフルエンザの感染対策

●同室者Ａ・Ｂ・Ｃは隔離する

隔離期間＝潜伏期間

【同室者Ａ・Ｂ・Ｃの対応】

・隔離とマスク着用に対し，十分な説明を行い・隔離とマスク着用に対し，十分な説明を行い

協力を得る。

・咳，咽頭痛，発熱，鼻水等の症状の出現時は

速やかにスタッフに報告するよう説明する。

・室外に出たり他の人との接触は，できるだけ

最小限にする。



インフルエンザの感染対策

●同室患者の対応

隔離中，利用者Ａが発症した場合は，利用者Ｂ・Ｃはその

時点からさらに潜伏期間中は隔離を行う。

<ベッドコントロール上，隔離ができない場合>

・部屋全体を隔離する。

・ベッドの間隔を２ｍ以上あける。



インフルエンザの感染拡大の要因

●インフルエンザの感染力

●最初の発症者への対応の遅れ

●スタッフの発症前の感染

飛沫感染＋接触感染

●感染対策の盲点・油断

●利用者同士の接触・感染

多くのケースで『咳』が関与

手洗いの不徹底・ふとした際の粘膜暴露



インフルエンザ拡大防止の重要ポイント

●スタッフ，利用者，面会者への十分な教育が重要

◆気をつけるべき症状を日ごろから説明・指導する。

◆変わった事や症状があればすぐに相談・報告する。

◆周りから見て体調不良のスタッフがいればすぐに

相談する。

●施設全体で『ルール作り』しておく。

相談する。

◆症状があれば必ず報告，マニュアルに従い対応する。

◆『お互い様』という相互理解



スタッフの健康管理・有症者発生時の対応

●スタッフがインフルエンザ様症状を呈した場合には速

やかに直属の上司に報告しすぐにすぐにすぐにすぐに帰宅帰宅帰宅帰宅する。

＋適切適切適切適切なタイミングでなタイミングでなタイミングでなタイミングで医療機関医療機関医療機関医療機関をををを受診受診受診受診する。

●原則，解熱後２日間は自宅療養とする。●原則，解熱後２日間は自宅療養とする。

※※※※但但但但しししし，，，，症状症状症状症状がががが持続持続持続持続するするするする場合場合場合場合はははは療養期間療養期間療養期間療養期間をををを延長延長延長延長。。。。

ハイリスクな症状：咳，くしゃみ，鼻水，痰

●復職しても，マスクの着用，手洗いを徹底する。



今今今今（（（（今今今今（（（（2016/20172016/20172016/20172016/20172016/20172016/20172016/20172016/2017））））シーズンのシーズンのシーズンのシーズンの））））シーズンのシーズンのシーズンのシーズンの

国内国内国内国内インフルエンザワクチンインフルエンザワクチンインフルエンザワクチンインフルエンザワクチン株株株株国内国内国内国内インフルエンザワクチンインフルエンザワクチンインフルエンザワクチンインフルエンザワクチン株株株株

AAAA型株型株型株型株

・・・・A/California/7/2009 (X-179A) (H1N1)pdm09

・・・・A/Hong Kong/4801/2014 (X-263) (H3N2)
BBBB型株型株型株型株

・・・・B/Phuket/3073/2013 （（（（山形系統山形系統山形系統山形系統））））・・・・B/Phuket/3073/2013 （（（（山形系統山形系統山形系統山形系統））））

・・・・B/Texas/2/2013（（（（ビクトリアビクトリアビクトリアビクトリア系統系統系統系統））））

のののの４４４４つをつをつをつを含含含含んだんだんだんだ四価四価四価四価のワクチンのワクチンのワクチンのワクチン。。。。

☆☆☆☆接種後接種後接種後接種後2222----3333週間週間週間週間でででで効果効果効果効果があらわれ，約約約約５５５５ヶヶヶヶ月間月間月間月間効果効果効果効果

続続続続くくくく。

※ 日本で用いられているインフルエンザワクチンは不活化ワクチンであ

り、その接種によりインフルエンザを発症することはない。



（参考）（参考）季節性インフルエンザに対する季節性インフルエンザに対するワクチンワクチンの効果の効果

季節性季節性季節性季節性インフルエンザにおいてはインフルエンザにおいてはインフルエンザにおいてはインフルエンザにおいては、、、、ワクチンのワクチンのワクチンのワクチンの接種接種接種接種によりによりによりにより、、、、

○○○○健常者健常者健常者健常者のインフルエンザののインフルエンザののインフルエンザののインフルエンザの健常者健常者健常者健常者のインフルエンザののインフルエンザののインフルエンザののインフルエンザの発病割合発病割合発病割合発病割合が７０が７０が７０が７０～～～～９０９０９０９０％％％％減少減少減少減少発病割合発病割合発病割合発病割合が７０が７０が７０が７０～～～～９０９０９０９０％％％％減少減少減少減少

○○○○一般高齢者一般高齢者一般高齢者一般高齢者のののの肺炎肺炎肺炎肺炎・インフルエンザによる・インフルエンザによる・インフルエンザによる・インフルエンザによる入院入院入院入院が３０が３０が３０が３０～～～～７０７０７０７０％％％％減少減少減少減少

○○○○老人施設入所者老人施設入所者老人施設入所者老人施設入所者のインフルエンザによるのインフルエンザによるのインフルエンザによるのインフルエンザによる○○○○老人施設入所者老人施設入所者老人施設入所者老人施設入所者のインフルエンザによるのインフルエンザによるのインフルエンザによるのインフルエンザによる死亡死亡死亡死亡が８０が８０が８０が８０％％％％減少減少減少減少死亡死亡死亡死亡が８０が８０が８０が８０％％％％減少減少減少減少

○○○○小児小児小児小児のののの小児小児小児小児のののの発熱発熱発熱発熱が２０が２０が２０が２０～～～～３０３０３０３０％％％％減少減少減少減少発熱発熱発熱発熱が２０が２０が２０が２０～～～～３０３０３０３０％％％％減少減少減少減少

• 対象対象対象対象 結果指標結果指標結果指標結果指標 有効率有効率有効率有効率（％）（％）（％）（％）

・・・・健常者健常者健常者健常者（（（（６５６５６５６５歳未満歳未満歳未満歳未満）））） 発病発病発病発病 ７０７０７０７０～～～～９０９０９０９０・・・・健常者健常者健常者健常者（（（（６５６５６５６５歳未満歳未満歳未満歳未満）））） 発病発病発病発病 ７０７０７０７０～～～～９０９０９０９０

・・・・一般高齢者一般高齢者一般高齢者一般高齢者（（（（６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上）））） 肺炎肺炎肺炎肺炎・インフルエンザによる・インフルエンザによる・インフルエンザによる・インフルエンザによる入院入院入院入院 ３０３０３０３０～～～～７０７０７０７０

・・・・老人施設入所者老人施設入所者老人施設入所者老人施設入所者・・・・老人施設入所者老人施設入所者老人施設入所者老人施設入所者 発病発病発病発病 ３０３０３０３０～～～～４０４０４０４０

（（（（６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上））））（（（（６５６５６５６５歳以上歳以上歳以上歳以上）））） 肺炎肺炎肺炎肺炎・インフルエンザによる・インフルエンザによる・インフルエンザによる・インフルエンザによる入院入院入院入院 ５０５０５０５０～～～～６０６０６０６０

死亡死亡死亡死亡死亡死亡死亡死亡 ８０８０８０８０８０８０８０８０

・・・・小児小児小児小児（（（（１１１１歳歳歳歳～～～～６６６６歳歳歳歳））））・・・・小児小児小児小児（（（（１１１１歳歳歳歳～～～～６６６６歳歳歳歳）））） 発熱発熱発熱発熱発熱発熱発熱発熱 ２０２０２０２０～～～～３０３０３０３０２０２０２０２０～～～～３０３０３０３０

• 出典出典出典出典：：：：Morbidity and Mortality Weekly Report (MMWR)2007vol56,CDC                          

※※※※小児小児小児小児についてはについてはについてはについては、、、、日本小児科学会日本小児科学会日本小児科学会日本小児科学会「「「「乳幼児乳幼児乳幼児乳幼児（（（（６６６６歳未満歳未満歳未満歳未満））））にににに対対対対するインフルエンザワクチンするインフルエンザワクチンするインフルエンザワクチンするインフルエンザワクチン接種接種接種接種についてについてについてについて

－－－－日本小児科学会見解日本小児科学会見解日本小児科学会見解日本小児科学会見解ーーーー」」」」平成平成平成平成１６１６１６１６年年年年１０１０１０１０月月月月３１３１３１３１日日日日をををを参照参照参照参照



新型インフルエンザとは
定義 ⇒ 新たに⼈から⼈に伝染する能⼒を有することと

なったウイルスを病原体とするインフルエンザであって，
⼀般に国⺠が当該感染症に対する免疫を保有していない
ことから、当該感染症の全国的かつ急速なまん延により
国⺠の⽣命及び健康に重⼤な影響を与えるおそれがある
と認められるものをいう。と認められるものをいう。
ほとんどの⼈が
免疫をもたない

ウイルスが⼈か
ら⼈へ効率よく

感染

急速かつ⼤規模
なまん延を起こ

し

世界的⼤流⾏
（パンデミッ

ク）になる恐れ





注意の必要な感染症
疾患名疾患名疾患名疾患名疾患名疾患名疾患名疾患名 病原体病原体病原体病原体病原体病原体病原体病原体 潜伏期潜伏期潜伏期潜伏期潜伏期潜伏期潜伏期潜伏期 感染経路感染経路感染経路感染経路感染経路感染経路感染経路感染経路 症状症状症状症状症状症状症状症状 感染予防策感染予防策感染予防策感染予防策感染予防策感染予防策感染予防策感染予防策

インフルインフルインフルインフル インフルエンインフルエンインフルエンインフルエン １１１１～～～～３３３３日日日日 飛沫感染飛沫感染飛沫感染飛沫感染 発熱発熱発熱発熱（（（（３８３８３８３８度以上度以上度以上度以上）、）、）、）、 うがいうがいうがいうがい、、、、手洗手洗手洗手洗いのいのいのいの励行励行励行励行うがいうがいうがいうがい、、、、手洗手洗手洗手洗いのいのいのいの励行励行励行励行

エンザエンザエンザエンザ ザウイルスザウイルスザウイルスザウイルス （（（（１１１１ ～～～～７７７７日日日日）））） 悪寒悪寒悪寒悪寒、、、、頭痛頭痛頭痛頭痛、、、、咽頭痛咽頭痛咽頭痛咽頭痛 マスクマスクマスクマスク、、、、換気換気換気換気マスクマスクマスクマスク、、、、換気換気換気換気

筋肉痛筋肉痛筋肉痛筋肉痛 湿度湿度湿度湿度のののの保持保持保持保持湿度湿度湿度湿度のののの保持保持保持保持

通所児通所児通所児通所児（（（（者者者者））））・・・・入所児入所児入所児入所児（（（（者者者者））））・・・・職員職員職員職員ともにともにともにともに予防接種予防接種予防接種予防接種をしてをしてをしてをして抵抗力抵抗力抵抗力抵抗力をををを高高高高めることめることめることめること

感染性胃感染性胃感染性胃感染性胃 ノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルス 病原体病原体病原体病原体にににに 飛沫感染飛沫感染飛沫感染飛沫感染 吐吐吐吐きききき気気気気、、、、嘔吐嘔吐嘔吐嘔吐、、、、腹腹腹腹 汚物汚物汚物汚物のののの確実確実確実確実なななな処理処理処理処理汚物汚物汚物汚物のののの確実確実確実確実なななな処理処理処理処理

腸炎腸炎腸炎腸炎 ロタウイルスロタウイルスロタウイルスロタウイルス よるよるよるよる 経口感染経口感染経口感染経口感染 痛痛痛痛、、、、下痢下痢下痢下痢、、、、発熱発熱発熱発熱 手袋手袋手袋手袋のののの使用使用使用使用手袋手袋手袋手袋のののの使用使用使用使用

（（（（ノロウイノロウイノロウイノロウイ 手洗手洗手洗手洗いいいい、、、、消毒消毒消毒消毒のののの励行励行励行励行手洗手洗手洗手洗いいいい、、、、消毒消毒消毒消毒のののの励行励行励行励行

ルスなどルスなどルスなどルスなど）））） 食品食品食品食品のののの十分十分十分十分なななな加熱加熱加熱加熱食品食品食品食品のののの十分十分十分十分なななな加熱加熱加熱加熱

職員職員職員職員がががが感染源感染源感染源感染源のののの媒介者媒介者媒介者媒介者にならないようにならないようにならないようにならないよう汚物等汚物等汚物等汚物等のののの適切適切適切適切なななな処理処理処理処理をををを実施実施実施実施することすることすることすること

腸管出血腸管出血腸管出血腸管出血 腸管出血性腸管出血性腸管出血性腸管出血性 ２２２２～～～～１４１４１４１４日日日日 経口感染経口感染経口感染経口感染 水様性下痢水様性下痢水様性下痢水様性下痢、、、、血便血便血便血便、、、、 汚物汚物汚物汚物のののの確実確実確実確実なななな処理処理処理処理

性大腸菌性大腸菌性大腸菌性大腸菌 大腸菌大腸菌大腸菌大腸菌（（（（ベベベベ （（（（平均平均平均平均３３３３～～～～ 発熱発熱発熱発熱、、、、腹痛腹痛腹痛腹痛、、、、嘔吐等嘔吐等嘔吐等嘔吐等 手袋手袋手袋手袋のののの使用使用使用使用

感染症感染症感染症感染症（Ｏ（Ｏ（Ｏ（Ｏ ロロロロ毒素産毒素産毒素産毒素産 ５５５５日日日日）））） （（（（溶血性尿毒症症候溶血性尿毒症症候溶血性尿毒症症候溶血性尿毒症症候 手洗手洗手洗手洗いいいい、、、、消毒消毒消毒消毒のののの励行励行励行励行

１５７など１５７など１５７など１５７など）））） 生菌生菌生菌生菌）））） 群群群群）））） 食品食品食品食品のののの十分十分十分十分なななな加熱加熱加熱加熱

職員職員職員職員がががが感染源感染源感染源感染源のののの媒介者媒介者媒介者媒介者にならないようにならないようにならないようにならないよう汚物等汚物等汚物等汚物等のののの適切適切適切適切なななな所為所為所為所為をををを実施実施実施実施することすることすることすること



２．腸管出血性大腸菌感染症

【主な年表】

・1982年米国米国米国米国（ミシガン州、オレゴン州）でハンバーガーの肉を原因とする

集団食中毒がおき、大腸菌O-157（Escherichia coli 0157:H7）が下痢の

原因菌として分離された。

・1990年埼玉県での井戸水を原因とするO-157による園児死亡例

・1996年5月岡山県で学校給食によりO-157集団発生、7月大阪府堺市で

も学校給食によりO-157集団発生

３類感染症

も学校給食によりO-157集団発生

・2011年北陸の焼き肉チェーン店でユッケを食べ、O-111による集団発生

・2011年ドイツドイツドイツドイツを中心にヨーロッパで発芽野菜Fenugreekを原因とするO-

104感染症により集団発生

・2012年8月札幌の漬物製造業者の白菜の浅漬け製品を原因としたO-157

による集団発生

・2014年7月静岡花火大会で冷やしきゅうりを原因とするO-157集団食中毒

・2016年8月千葉県の有料老人ホームでO-157による集団食中毒



特徴と標準的な経過（腸管出血性大腸菌感染症）

【主な特徴】

１．感染力感染力感染力感染力がががが強強強強いいいい（本菌は10101010～～～～100100100100個個個個のののの少量少量少量少量のののの菌数菌数菌数菌数でででで感染感染感染感染がががが成立成立成立成立するため，二次感染二次感染二次感染二次感染しやすいしやすいしやすいしやすい）

２．毒性毒性毒性毒性がががが強強強強いいいい（大腸で増殖時にベロ毒素をつくる）

３．潜伏期が長め（2222～～～～14141414日日日日（平均3333～～～～5555日日日日））

【感染源】 牛、羊、鹿などの反芻獣の大腸大腸大腸大腸に棲息しており、それらの糞便で汚染された食

品（生肉生肉生肉生肉、野菜野菜野菜野菜等）や水（井戸水井戸水井戸水井戸水）を介して経口感染する。患者や保菌者の便からの二

次感染も多い

【標準的な経過】

経口感染経口感染経口感染経口感染

症状なし（2～14日）

下痢、腹痛

血便、激しい腹痛

HUS（=溶血性尿毒症症候群）

潜伏期間

発症発症発症発症

発症3日目

発症7日目

経口感染経口感染経口感染経口感染



ベロ毒素(Vero Toxin)とは？

◆ベロ毒素は赤痢菌がだす志賀毒素と似ている。

・分子量７万の蛋白毒素。抗原性でVT1とVT2の２種類ある。

腎尿細管腎尿細管腎尿細管腎尿細管に障害

（尿量減少、血尿、蛋白尿etc）

毒素毒素毒素毒素 ⇒ 血管内皮細胞血管内皮細胞血管内皮細胞血管内皮細胞にににに障害障害障害障害 肺組織肺組織肺組織肺組織に障害 ＨＵＳＨＵＳＨＵＳＨＵＳ

（重症例では）（重症例では）

脳組織脳組織脳組織脳組織に障害

（意識障害）

その他

細胞内のリボゾーム

（＝蛋白質を合成する装置）

の働きを妨げる作用をもつ

主に

腸管上皮を死滅

させることにより

鮮血便鮮血便鮮血便鮮血便を排泄する

腸管出血性大腸菌

感染症を引き起こす



HUS（（（（溶血性尿毒症症候群溶血性尿毒症症候群溶血性尿毒症症候群溶血性尿毒症症候群 ））））

志賀毒素志賀毒素志賀毒素志賀毒素（（（（Stx）））） 血栓性微小血管障害血栓性微小血管障害血栓性微小血管障害血栓性微小血管障害

<疫学疫学疫学疫学>感染者感染者感染者感染者のののの約約約約1~10%にににに発症発症発症発症しししし、、、、症状出現後症状出現後症状出現後症状出現後4~10日日日日にににに発症発症発症発症することがすることがすることがすることが多多多多いいいい。。。。

患者患者患者患者のののの約約約約1/4~1/3にににに何何何何らかのらかのらかのらかの中枢神経症状中枢神経症状中枢神経症状中枢神経症状がみられるがみられるがみられるがみられる。。。。

急性期急性期急性期急性期のののの死亡率死亡率死亡率死亡率はははは約約約約2~5%であるであるであるである。。。。

<診断診断診断診断> <症状症状症状症状>

１１１１．．．．溶血性貧血溶血性貧血溶血性貧血溶血性貧血

２２２２．．．．血小板減少血小板減少血小板減少血小板減少

３３３３．．．．急性腎機能障害急性腎機能障害急性腎機能障害急性腎機能障害

３３３３

主

徴

主

徴

主

徴

主

徴

中枢中枢中枢中枢神経神経神経神経急性急性症状症状症状症状：：：：意識障害意識障害意識障害意識障害、、、、痙攣痙攣痙攣痙攣、、、、頭痛頭痛頭痛頭痛などなどなどなど。。

脳症脳症脳症脳症のののの合併合併合併合併ありありありあり。。

（（（（肝機能障害肝機能障害肝機能障害肝機能障害、、、、膵炎膵炎膵炎膵炎、、、、DICをををを合併合併合併合併することがあるすることがあるすることがあるすることがある））））

★HUS（溶血性尿毒症症候群）

潜伏期：平均４日（長いと１０日） cf.キャンピロ、サルモネラ １日

※一般的には４歳以下で多く、老人になるとまた増えてくる

◆HUSを起こす割合 （以下の種類が起こしうる）

O-157       91%

O-111

O-121        少なめだが起こる

O-26

<治療> HUSに対しての有効な治療法はなく、治療法の基本は支持療法である

資料「腸管出血性大腸菌感染に伴う溶血性尿毒症症候群（HUS）の診断・治療のガイドライン」 （改訂版）日本小児腎臓病学会



注意点・対策

☆食肉食肉食肉食肉のののの十分十分十分十分なななな加熱処理加熱処理加熱処理加熱処理 ☆食材（野菜野菜野菜野菜））））・・・・調理器具調理器具調理器具調理器具をよくをよくをよくをよく洗洗洗洗うううう

☆手洗手洗手洗手洗いのいのいのいの励行励行励行励行 ☆調理食品は速やかに喫食し、長時間室

温放置せず、冷蔵庫や冷凍庫に保存する

●施設施設施設施設におけるにおけるにおけるにおける集団発生集団発生集団発生集団発生のののの予防予防予防予防のためのためのためのため

⇒ ①オムツオムツオムツオムツ交換時交換時交換時交換時のののの手洗手洗手洗手洗いいいい，⇒ ①オムツオムツオムツオムツ交換時交換時交換時交換時のののの手洗手洗手洗手洗いいいい，

②便などの排泄物などで汚染される可能性がある場合は

使使使使いいいい捨捨捨捨てエプロンのてエプロンのてエプロンのてエプロンの使用使用使用使用，

③オムツや排泄物などは感染性があると考えられる場合

は分けること，

④排便後排便後排便後排便後・・・・食事前食事前食事前食事前のののの手洗手洗手洗手洗いいいい指導指導指導指導のののの徹底徹底徹底徹底

⑤動物動物動物動物とのとのとのとの接触後接触後接触後接触後のののの十分十分十分十分なななな手洗手洗手洗手洗いいいい



感染症予防策感染症予防策
☆☆☆☆☆☆☆☆感染成立感染成立感染成立感染成立のののの感染成立感染成立感染成立感染成立のののの３要素３要素

→→ ①①①①①①①①感染源感染源②②②②②②②②感染経路感染経路③③③③③③③③感受性のある人感受性のある人
☆感染症感染症感染症感染症をををを防防防防ぐにはぐにはぐにはぐには → → ３３３３要素要素要素要素それぞれへのそれぞれへのそれぞれへのそれぞれへの対策対策対策対策がががが有効有効有効有効３３３３要素要素要素要素それぞれへのそれぞれへのそれぞれへのそれぞれへの対策対策対策対策がががが有効有効有効有効

★★★★★★★★標準的予防策標準的予防策とはとはとはとはとはとはとはとは

「「「「「「「「全てのもの全てのもの （（ 血液血液、、 体液体液、、 分泌物分泌物、、 排泄物排泄物、、 損損「「「「「「「「全てのもの全てのもの （（ 血液血液、、 体液体液、、 分泌物分泌物、、 排泄物排泄物、、 損損
傷傷皮膚皮膚、粘膜、粘膜等等 ）） はははははははは、、、、感染感染感染感染するするするする危険性危険性危険性危険性があるものとがあるものとがあるものとがあるものと、、、、感染感染感染感染するするするする危険性危険性危険性危険性があるものとがあるものとがあるものとがあるものとしししししししし

てててて取取取取りりりり扱扱扱扱わなければわなければわなければわなければてててて取取取取りりりり扱扱扱扱わなければわなければわなければわなければならないならないならないならないならないならないならないならない」」」」というというというという考考考考ええええ方方方方にににに」」」」というというというという考考考考ええええ方方方方にににに基基基基づきづきづきづき日日日日基基基基づきづきづきづき日日日日

常的常的常的常的常的常的常的常的にににににににに標準的標準的標準的標準的標準的標準的標準的標準的にににに行行行行うううう予防策予防策予防策予防策ののののにににに行行行行うううう予防策予防策予防策予防策ののののことことことこと。。。。ことことことこと。。。。

・・・・感染源感染源感染源感染源となるとなるとなるとなる可能性可能性可能性可能性があるものをがあるものをがあるものをがあるものを取取取取りりりり扱扱扱扱うううう時時時時にはにはにはには、、、、・・・・感染源感染源感染源感染源となるとなるとなるとなる可能性可能性可能性可能性があるものをがあるものをがあるものをがあるものを取取取取りりりり扱扱扱扱うううう時時時時にはにはにはには、、、、

手袋手袋 ・・ マスクマスク ・・ エプロンエプロン ・・ ガウンを着用ガウンを着用しししし、、、、しししし、、、、確実確実確実確実確実確実確実確実

なななななななな手洗い手洗い ・・ 手指消毒手指消毒をををを実施実施実施実施するするするする。。。。をををを実施実施実施実施するするするする。。。。



３．疥癬

疥癬の定義

「疥癬とは、ヒト皮膚角質層に寄生するヒ

ゼンダニの感染により発症し、ヒゼンダゼンダニの感染により発症し、ヒゼンダ

ニの虫体、糞、脱皮殻などに対するアレ

ルギー反応による皮膚病変と掻痒を主

症状とする感染症である」



ヒゼンダニ
体長体長体長体長：：：：００００．．．．４４４４ｍｍｍｍｍｍｍｍ

卵卵卵卵：：：：３３３３－－－－５５５５日日日日でででで孵化孵化孵化孵化

雌雌雌雌：：：：交尾後交尾後交尾後交尾後４４４４－－－－６６６６週週週週

産卵産卵産卵産卵、、、、２２２２－－－－４４４４個個個個/日日日日

低温に弱い

１６１６１６１６℃℃℃℃以下以下以下以下でででで動動動動けないけないけないけない

５０５０５０５０℃℃℃℃１０１０１０１０分分分分でででで死滅死滅死滅死滅

感染感染感染感染：：：：

肌肌肌肌とととと肌肌肌肌がががが主体主体主体主体

介護介護介護介護、、、、寝具寝具寝具寝具からもからもからもからも

潜伏期潜伏期潜伏期潜伏期：：：：１１１１－－－－２ヶ２ヶ２ヶ２ヶ月月月月



ヒゼンダニ（疥癬虫）の生態

●雌成虫が一番大きい（0.4mm）

●雄は雌の約60%の大きさ

●卵 → 幼虫 → 若虫 → 成虫

と脱皮を繰り返し成長すると脱皮を繰り返し成長する

●卵は3～5日で孵化。生活環は約10～14日間。

●雌成虫は，交尾後，寿命が尽きるまで4～6週

間にわたって1日2～4個ずつ産卵しながら移動

する



体長体長体長体長0.4mm。。。。角層角層角層角層にににに横横横横

穴穴穴穴をををを掘掘掘掘りりりり進進進進みみみみ(疥癬疥癬疥癬疥癬トントントントン

ネルネルネルネル)、、、、卵卵卵卵をををを産産産産みつけまみつけまみつけまみつけま

すすすす。。。。産卵数産卵数産卵数産卵数はははは1日日日日2～～～～4個個個個

でででで、、、、1ヵヵヵヵ月間月間月間月間はははは卵卵卵卵をををを産産産産みみみみ

続続続続けますけますけますけます。。。。

雌成虫雌成虫雌成虫雌成虫 疥癬トンネル

体長体長体長体長はははは雌雌雌雌(0.4mm)のののの
約約約約2/3。。。。皮膚皮膚皮膚皮膚のののの表面表面表面表面をををを

歩歩歩歩きききき回回回回ってってってって、、、、処女雌処女雌処女雌処女雌

をををを探探探探してしてしてして交尾交尾交尾交尾しますしますしますします。。。。

雄成虫雄成虫雄成虫雄成虫



疥癬

（岡山大学皮膚科 山崎先生より）



（岡山大学皮膚科 山崎先生より）



丘疹丘疹丘疹丘疹のののの好発部位好発部位好発部位好発部位
結節結節結節結節のののの好発部位好発部位好発部位好発部位



通常疥癬通常疥癬通常疥癬通常疥癬

角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬

（（（（痂皮型疥癬痂皮型疥癬痂皮型疥癬痂皮型疥癬））））

寄生数寄生数寄生数寄生数 1000100010001000匹以下匹以下匹以下匹以下 100100100100万万万万～～～～200200200200万匹万匹万匹万匹

宿主宿主宿主宿主のののの免疫力免疫力免疫力免疫力 正常正常正常正常 低下低下低下低下

感染力感染力感染力感染力 弱弱弱弱いいいい 強強強強いいいい

通常疥癬と角化型疥癬の違い

感染力感染力感染力感染力 弱弱弱弱いいいい 強強強強いいいい

主主主主なななな症状症状症状症状 丘疹丘疹丘疹丘疹、、、、結節結節結節結節 角質増殖角質増殖角質増殖角質増殖

かゆみかゆみかゆみかゆみ 強強強強いいいい 不定不定不定不定

発症部位発症部位発症部位発症部位 頭部以外頭部以外頭部以外頭部以外のののの全身全身全身全身 全身全身全身全身



対策（集団感染の予防）

１．入所時に患者の全身の皮膚状態を観察する

２．１１１１処置処置処置処置１１１１手洗手洗手洗手洗いのいのいのいの励行励行励行励行（１人の患者さんの皮膚に触れた後、

その都度流水で肘から手先まで洗う）‥介護者による媒介

の防止

３．早期早期早期早期にににに発見発見発見発見しししし、、、、感染力感染力感染力感染力のののの強強強強いいいい角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬へのへのへのへの移行前移行前移行前移行前にににに治治治治３．早期早期早期早期にににに発見発見発見発見しししし、、、、感染力感染力感染力感染力のののの強強強強いいいい角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬へのへのへのへの移行前移行前移行前移行前にににに治治治治

療療療療をををを開始開始開始開始するするするする。。。。 疑ったら皮膚科医の診察を。

（日ごろから手足を観察する。）



発生時の対応

●手袋，使い捨てのガウンを着用

●患者を清潔にする（・可能な人は毎日入浴を，出来ない人も

毎日清拭を，皮膚をよく観察する）

●使用したリネンはビニール袋に入れ，しっかり口を締めて２，

３日放置した後に洗濯に

●疥癬虫は皮膚から離れると短時間で死滅するため，通常の

清掃を行って構わない。ただし，清掃する際も接触感染予防清掃を行って構わない。ただし，清掃する際も接触感染予防

を（清掃は必要）

★【接触接触接触接触したしたしたした職員職員職員職員】

・無防備で接触した職員は，当日着た衣服はすぐ洗濯を。帰

宅後，入浴・シャワーをし，下着も全て着替え，洗濯を。

・前腕，腹部に兆候が現れることが多いので，接触した職員

は良く観察を。皮膚の掻痒感，皮疹がでたら，至急に皮膚科

に受診をすると同時に責任者に連絡を



疥癬の治療薬剤（日本皮膚科学会疥癬診療ガイドラインより）

保険保険保険保険にににに

ついてついてついてついて

一般名一般名一般名一般名 製品名製品名製品名製品名 使用濃度使用濃度使用濃度使用濃度 副作用副作用副作用副作用 小児小児小児小児へのへのへのへの適応適応適応適応 妊婦妊婦妊婦妊婦へのへのへのへの適応適応適応適応

内服
保険適用保険適用保険適用保険適用 イベルメク

チン

ストロメクトストロメクトストロメクトストロメクト

ロールロールロールロール錠錠錠錠

3mg

200μg/kg

（投与量）

肝機能障害，黄疸，血小

板減少，中毒性表皮壊

死融解症（TEN）,

皮膚粘膜眼症候群など

体重15kg未満の

小児に対する安

全性は確立して

いない

安全性は確立して

いない。 （動物実

験で催奇形性あ

り）

保険適用保険適用保険適用保険適用

フェノトリ

ン

スミスリンスミスリンスミスリンスミスリン

ローションローションローションローション

5%

5% 皮膚炎、AST上昇、

ALT上昇など

安全性は確立し

ていない（使用経

験がない）

安全性は確立して

いない（使用経験

がない）

イオウ イオウ末 5～10%

皮脂欠乏性皮膚炎な

ど 適 適有機イオ チアントール 10～30%

外用

ど 適 適有機イオ

ウ

チアントール

（一般用医薬

品のみ）

10～30%

※保険適用

外

クロタミト

ン

オイラックス

クリーム10%

10% 熱感、刺激症状、接

触性皮膚炎など

広範囲の部位に

使用しない

大量又は長期に

わたる広範囲の

使用を避ける

特殊製品のた

め患者へのイン

フォームドコン

セントが必要

安息香酸

ベンジル

安息香酸ベ

ンジル

6～35% 中枢神経障害、

皮膚刺激感など

２歳以下の小児

には使用しない

使用を控える

日本では未

発売

ベルメトリ

ン

必要なし 5% 接触性皮膚炎など 2か月未満の小

児には有効性、

安全性は確立し

ていない

適

※保険適用外であるが、保険審査上は認められている



疥癬感染予防のポイント(1)

対応対応対応対応 通常疥癬通常疥癬通常疥癬通常疥癬 角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬

手洗手洗手洗手洗いいいい 処置ごとの手洗い 励行

身体介身体介身体介身体介

護護護護

予防衣予防衣予防衣予防衣・・・・手袋手袋手袋手袋のののの着用着用着用着用

使用後の予防衣・手袋は落屑が飛び

散らないようにポリ袋などに入れる

特別な感染予防策は

不要不要不要不要

必要必要必要必要（ただし隔離期間のみ）

入浴入浴入浴入浴

疥癬の他にも白癬などの感染機会とな

る リスクが高いケアなので、タオル・タオル・タオル・タオル・

足足足足ふきマットのふきマットのふきマットのふきマットの管理管理管理管理にににに常日頃常日頃常日頃常日頃からからからから注意注意注意注意

通常の方法

入浴入浴入浴入浴はははは最後最後最後最後とし、浴槽浴槽浴槽浴槽やややや流流流流しはしはしはしは水水水水でででで

流流流流すすすす。。。。

脱衣所脱衣所脱衣所脱衣所にににに掃除機掃除機掃除機掃除機をかけるをかけるをかけるをかける

患者患者患者患者のののの居室居室居室居室・・・・立立立立ちちちち回回回回りりりり先先先先にににに殺虫剤散布殺虫剤散布殺虫剤散布殺虫剤散布

不要不要不要不要

必要必要必要必要 （ピレスロイド系殺虫剤を

隔離解除・退室時に1回だけ散布）

居室居室居室居室・・・・

環境整環境整環境整環境整

備備備備

不要不要不要不要 隔離解除・退室時に1回だけ散布）

掃除掃除掃除掃除 通常の方法

モップ・モップ・モップ・モップ・粘着粘着粘着粘着シートなどでシートなどでシートなどでシートなどで落屑落屑落屑落屑をををを回収回収回収回収

後後後後、、、、掃除機掃除機掃除機掃除機（（（（フィルターフィルターフィルターフィルター付付付付がががが望望望望ましいましいましいましい））））

でででで清掃清掃清掃清掃

布団布団布団布団のののの消毒消毒消毒消毒 不要不要不要不要

隔離解除・退室時に1回だけ熱乾燥、

またはピレスロイド系殺虫剤散布後、

掃除

車椅子,ストレッチャー,血圧計の管理 通常の方法

隔離解除時に掃除機をかけるか、ピ

レスロイド系殺虫剤散布

診察室・検査室などのベッド 診察室や、MRI・脳波検査などは、常日頃からベッドにディス

ポーザブルシーツなどを使用し、患者ごとに交換する

（日本皮膚科学会 疥癬診療ガイドライン（第３版）より）



疥癬感染予防のポイント(2)
対応対応対応対応 通常疥癬通常疥癬通常疥癬通常疥癬 角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬

リネンリネンリネンリネン

類類類類のののの

管理管理管理管理

シーツ・シーツ・シーツ・シーツ・寝具寝具寝具寝具・・・・衣類衣類衣類衣類のののの交換交換交換交換 通常の方法 自家感染予防のための治療治療治療治療のののの度度度度にににに

交換交換交換交換

洗濯物洗濯物洗濯物洗濯物のののの運搬時運搬時運搬時運搬時の注意 常日頃から落屑が落ちても飛び散らないようにポリポリポリポリ袋袋袋袋などになどになどになどに入入入入

れてれてれてれて運搬運搬運搬運搬するするするする

洗濯洗濯洗濯洗濯 通常の方法

以下のいずれかを行う

・普通普通普通普通にににに洗濯後洗濯後洗濯後洗濯後にににに乾燥機乾燥機乾燥機乾燥機をををを使用使用使用使用するするするする

・50℃℃℃℃10分間熱処理後普通分間熱処理後普通分間熱処理後普通分間熱処理後普通にににに洗濯洗濯洗濯洗濯

・密閉密閉密閉密閉してピレスロイドしてピレスロイドしてピレスロイドしてピレスロイド系殺虫剤系殺虫剤系殺虫剤系殺虫剤をををを噴噴噴噴

霧霧霧霧してからしてからしてからしてから普通普通普通普通にににに洗濯洗濯洗濯洗濯

病室病室病室病室

管理管理管理管理

個室への隔離 （隔離には患者の同意

を得、人権に配慮する） 不要

個室に隔離し、治療を開始

患者はベッド・寝具ごと移動

隔離期間は治療開始後治療開始後治療開始後治療開始後1～～～～2週間週間週間週間

接触者への予防治療

雑魚寝状態なら同室

者・家族・友人・同棲者

には予防治療を検討

する

同室者は症状の有無を問わず予防

治療を検討する。職員は患者との接

触の頻度・密度を考慮して予防治療

を検討する

（日本皮膚科学会 疥癬診療ガイドライン（第３版）より）



施設での管理

通常疥癬で過剰な対策はとらないことが大切

通常疥癬通常疥癬通常疥癬通常疥癬 角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬

個室管理個室管理個室管理個室管理

（（（（隔離隔離隔離隔離））））

必要必要必要必要ありませんありませんありませんありません 必要必要必要必要。。。。 しかししかししかししかし、、、、適切適切適切適切なななな治療治療治療治療をををを行行行行えばえばえばえば長期長期長期長期にわにわにわにわ

たりたりたりたり個室管理個室管理個室管理個室管理をををを行行行行うううう必要必要必要必要はありませんはありませんはありませんはありません。。。。生生生生きたきたきたきた

ヒゼンダニがヒゼンダニがヒゼンダニがヒゼンダニが検出検出検出検出されなくなったされなくなったされなくなったされなくなった時点時点時点時点（（（（通常通常通常通常1～～～～2

週間週間週間週間））））でででで解除解除解除解除しますしますしますします。。。。週間週間週間週間））））でででで解除解除解除解除しますしますしますします。。。。

介助介助介助介助 特別特別特別特別なななな注意注意注意注意はははは必要必要必要必要ああああ

りませんりませんりませんりません

予防着予防着予防着予防着、、、、手袋手袋手袋手袋をををを使用使用使用使用しししし、、、、ケアケアケアケア後後後後はははは流水流水流水流水とととと石鹸石鹸石鹸石鹸でででで

手手手手をををを洗洗洗洗いますいますいますいます

室内消毒室内消毒室内消毒室内消毒 必要必要必要必要ありませんありませんありませんありません 加熱乾燥加熱乾燥加熱乾燥加熱乾燥できないできないできないできない場合場合場合場合はははは、、、、ピレスロイドピレスロイドピレスロイドピレスロイド系殺虫系殺虫系殺虫系殺虫

剤剤剤剤をををを噴射噴射噴射噴射しししし、、、、１１１１時間後時間後時間後時間後にダニにダニにダニにダニ専用掃除機専用掃除機専用掃除機専用掃除機でででで吸引吸引吸引吸引

しますしますしますします。。。。隔離室隔離室隔離室隔離室、、、、隔離前隔離前隔離前隔離前にににに使用使用使用使用したしたしたした部屋部屋部屋部屋、、、、共同共同共同共同

スペースなどにもスペースなどにもスペースなどにもスペースなどにも殺虫剤殺虫剤殺虫剤殺虫剤をををを散布散布散布散布しますしますしますします。。。。このこのこのこの処処処処

置置置置はははは治療開始時治療開始時治療開始時治療開始時とととと治療終了時治療終了時治療終了時治療終了時にににに各各各各1回回回回ずつずつずつずつ、、、、計計計計

2回行回行回行回行いましょういましょういましょういましょう。。。。処置処置処置処置をををを行行行行わないわないわないわない場合場合場合場合はははは、、、、2週週週週

間閉鎖間閉鎖間閉鎖間閉鎖したしたしたした後後後後にににに再使用再使用再使用再使用しますしますしますします



家庭での対応

●通常の疥癬と角化型疥癬では感染力の強さが異なります。

通常疥癬ならば、同室で布団を並べて寝ない、長時間肌と肌を接

触させない、寝具や衣類など肌にふれるものの共有を避けるぐら

いで特別な注意は不要。 角化型疥癬では周りへの感染力が強い

ので以下のように対応を

衣類衣類衣類衣類・リネン・リネン・リネン・リネン 衣類衣類衣類衣類、、、、シーツはシーツはシーツはシーツは毎日交換毎日交換毎日交換毎日交換してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。50℃℃℃℃以上以上以上以上のおのおのおのお湯湯湯湯にににに10分以上浸分以上浸分以上浸分以上浸しししし、、、、衣類衣類衣類衣類・リネン・リネン・リネン・リネン 衣類衣類衣類衣類、、、、シーツはシーツはシーツはシーツは毎日交換毎日交換毎日交換毎日交換してしてしてして下下下下さいさいさいさい。。。。50℃℃℃℃以上以上以上以上のおのおのおのお湯湯湯湯にににに10分以上浸分以上浸分以上浸分以上浸しししし、、、、

洗濯洗濯洗濯洗濯してしてしてして下下下下さいさいさいさい

寝具寝具寝具寝具 マット・マット・マット・マット・寝具寝具寝具寝具はははは掃除機掃除機掃除機掃除機でででで表面表面表面表面をををを丁寧丁寧丁寧丁寧にににに掃除掃除掃除掃除してしてしてして下下下下さいさいさいさい

入浴入浴入浴入浴 毎日入浴毎日入浴毎日入浴毎日入浴してしてしてして下下下下さいさいさいさい

掃除掃除掃除掃除 居室居室居室居室はははは掃除機掃除機掃除機掃除機でででで丁寧丁寧丁寧丁寧にににに掃除掃除掃除掃除してしてしてして下下下下さいさいさいさい

殺虫殺虫殺虫殺虫 治療開始時治療開始時治療開始時治療開始時にににに居室居室居室居室やややや共同使用共同使用共同使用共同使用するするするする部屋部屋部屋部屋にににに殺虫剤殺虫剤殺虫剤殺虫剤をををを散布散布散布散布しますしますしますします。。。。またまたまたまた、、、、治治治治

療終了後療終了後療終了後療終了後にもにもにもにも念念念念のためのためのためのため殺虫剤殺虫剤殺虫剤殺虫剤をもうをもうをもうをもう1度散布度散布度散布度散布しましょうしましょうしましょうしましょう。。。。

隔離隔離隔離隔離 なるべくなるべくなるべくなるべく個室個室個室個室をををを用意用意用意用意してしてしてして下下下下さいさいさいさい

家族の方が疥癬または角化型疥癬と診断されたら、同居の方は皆さん皮膚科専門医に受診しましょう



疥癬疥癬疥癬疥癬（（（（まとめまとめまとめまとめ））））

疥癬は「ヒゼンダニ(疥癬虫）」というダニの1種が、人の皮膚の最も

外側の角層内に寄生するためにおこる、人から人にうつる感染症。

通常疥癬と角化型疥癬では感染力が大きく異なる。

感染経路感染経路感染経路感染経路：：：：通常疥癬，角化型疥癬から感染

◎◎◎◎通常疥癬通常疥癬通常疥癬通常疥癬からのからのからのからの感染感染感染感染◎◎◎◎通常疥癬通常疥癬通常疥癬通常疥癬からのからのからのからの感染感染感染感染

• 直接経路直接経路直接経路直接経路：長時間、直接肌と肌肌肌肌がががが接触接触接触接触ことにより感染。

短い時間触れるぐらいなら感染の心配はありません。

• 間接経路間接経路間接経路間接経路

まれに，通常疥癬の患者さんが使用した寝具(布団やベッド、シーツ)などを替

えずに、すぐに他の人が使用することによって感染する

◎◎◎◎角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬からのからのからのからの感染感染感染感染

短時間の接触で感染する。衣類や寝具を介しても簡単に感染する。

角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬ではではではでは角層角層角層角層内内内内にににに多数多数多数多数のダニをのダニをのダニをのダニを含含含含んでおりんでおりんでおりんでおり、皮膚から剥がれ落ちた角

層に接触するだけでも感染します。



• 潜伏期間潜伏期間潜伏期間潜伏期間

通常疥癬通常疥癬通常疥癬通常疥癬からの感染の場合：約約約約1111～～～～2222ヵヵヵヵ月月月月のののの潜伏期間潜伏期間潜伏期間潜伏期間(高齢者では数ヵ月

のこともあります)

角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬角化型疥癬からの感染の場合：4444～～～～5555日日日日でででで発症発症発症発症

角化型疥癬では一度に多数のヒゼンダニが感染し、増殖に必要な期間が

短縮されるため発症が早くなります。

（（（（疥癬疥癬疥癬疥癬をををを見分見分見分見分けるポイントけるポイントけるポイントけるポイント)

• 夜間の激しいかゆみ

• 指,手のひら,手首などの発疹：疥癬トンネル（わずかに盛り上がった線状疹）

• 腹部,大腿部などに散在する紅色の小丘疹

• 陰部,わきの下などにできる赤褐色の小結節

• 家族,共同生活者などや、仮眠室を共有する人たちに同様の症状の人がいる など





ノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルス対策対策対策対策とととと
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一般的一般的一般的一般的なななな食中毒予防食中毒予防食中毒予防食中毒予防についてについてについてについて

福山市保健所福山市保健所福山市保健所福山市保健所 生活衛生課生活衛生課生活衛生課生活衛生課



ノロウイルスとはノロウイルスとはノロウイルスとはノロウイルスとは？？？？

・・・・1968196819681968年米国年米国年米国年米国オハイオオハイオオハイオオハイオ州州州州ノーウォークのノーウォークのノーウォークのノーウォークの小学校小学校小学校小学校でででで集団発生集団発生集団発生集団発生

したしたしたした急性胃腸炎急性胃腸炎急性胃腸炎急性胃腸炎でででで患者患者患者患者のののの糞便糞便糞便糞便からからからから電子顕微鏡電子顕微鏡電子顕微鏡電子顕微鏡によりによりによりにより最初最初最初最初

にににに発見発見発見発見

・・・・以前以前以前以前のののの名前名前名前名前はははは「「「「ノーウォークノーウォークノーウォークノーウォーク様様様様ウイルスウイルスウイルスウイルス」」」」・・・・以前以前以前以前のののの名前名前名前名前はははは「「「「ノーウォークノーウォークノーウォークノーウォーク様様様様ウイルスウイルスウイルスウイルス」」」」

またはまたはまたはまたは「「「「小型球形小型球形小型球形小型球形ウイルスウイルスウイルスウイルス（（（（SRSVSRSVSRSVSRSV）」）」）」）」

・・・・2002200220022002年年年年からからからから「「「「ノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルス」」」」とととと命名命名命名命名

（（（（正式正式正式正式なななな名称名称名称名称((((種名種名種名種名))))はははは

「「「「ノーウォークウイルスノーウォークウイルスノーウォークウイルスノーウォークウイルス」）」）」）」）
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ノロウイルスの特徴

①①①①小小小小さいさいさいさい（（（（直径直径直径直径３８３８３８３８nmnmnmnm））））

②②②②宿主宿主宿主宿主（（（（ヒトヒトヒトヒト））））のののの体内体内体内体内のみでのみでのみでのみで増殖増殖増殖増殖するするするする

③③③③自然界自然界自然界自然界でのでのでのでの抵抗力抵抗力抵抗力抵抗力がががが強強強強いいいい

④④④④培養培養培養培養できないできないできないできない

⑤⑤⑤⑤遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子にににに１１１１本鎖本鎖本鎖本鎖ＲＮＡＲＮＡＲＮＡＲＮＡをもつをもつをもつをもつ

（（（（遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子がががが変異変異変異変異しやすいしやすいしやすいしやすい））））

⑥⑥⑥⑥宿主宿主宿主宿主（（（（ヒトヒトヒトヒト））））側側側側のののの要因要因要因要因によりによりによりにより，，，，感染感染感染感染・・・・発症発症発症発症

にににに差差差差があるがあるがあるがある

⑦⑦⑦⑦症状消失後症状消失後症状消失後症状消失後もウイルスをもウイルスをもウイルスをもウイルスを排出排出排出排出するするするする
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①①①①小小小小さいとはさいとはさいとはさいとは？？？？

�付着付着付着付着したしたしたした場合場合場合場合，，，，洗浄等洗浄等洗浄等洗浄等でででで落落落落ちにくいちにくいちにくいちにくい

手指のしわ，指紋，爪と皮膚の間

�浮遊浮遊浮遊浮遊しやすいしやすいしやすいしやすい

乾燥により，塵や埃とともにウイルスが空気

中に舞い上がり，長期間浮遊する
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細菌細菌細菌細菌のののの性質性質性質性質 ウイルスのウイルスのウイルスのウイルスの性質性質性質性質

◆◆◆◆培養条件培養条件培養条件培養条件がががが整整整整えばえばえばえば，，，，食品食品食品食品のなのなのなのな

かでかでかでかで大量大量大量大量にににに増殖増殖増殖増殖

◆◆◆◆生物生物生物生物のののの細胞細胞細胞細胞のなかでしかのなかでしかのなかでしかのなかでしか増殖増殖増殖増殖

できないできないできないできない

◆◆◆◆人人人人にににに感染感染感染感染するウイルスはするウイルスはするウイルスはするウイルスは通常通常通常通常，，，，

②②②②宿主宿主宿主宿主（（（（ヒトヒトヒトヒト））））のののの体内体内体内体内のみでのみでのみでのみで増殖増殖増殖増殖するするするする

細菌とウイルスの違い
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◆◆◆◆人人人人にににに感染感染感染感染するウイルスはするウイルスはするウイルスはするウイルスは通常通常通常通常，，，，

人人人人のののの細胞細胞細胞細胞のなかでしかのなかでしかのなかでしかのなかでしか増殖増殖増殖増殖しししし

ないないないない

◆◆◆◆サルモネラサルモネラサルモネラサルモネラ

◆◆◆◆カンピロバクターカンピロバクターカンピロバクターカンピロバクター

◆◆◆◆腸炎腸炎腸炎腸炎ビブリオビブリオビブリオビブリオ

◆◆◆◆腸管出血性大腸菌腸管出血性大腸菌腸管出血性大腸菌腸管出血性大腸菌

◆◆◆◆黄色黄色黄色黄色ブドウブドウブドウブドウ球菌球菌球菌球菌などなどなどなど

◆◆◆◆ノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルス

◆◆◆◆そのそのそのその他他他他のウイルスのウイルスのウイルスのウイルス

（（（（サポウイルスサポウイルスサポウイルスサポウイルス，Ａ，Ａ，Ａ，Ａ型肝炎型肝炎型肝炎型肝炎ウイウイウイウイ

ルスルスルスルス等等等等））））



③③③③ノロウイルスのノロウイルスのノロウイルスのノロウイルスの抵抗性抵抗性抵抗性抵抗性

�酸酸酸酸にににに強強強強くくくく，，，，胃胃胃胃をををを通過通過通過通過

�アルコールがアルコールがアルコールがアルコールが効効効効きにくいきにくいきにくいきにくい

�水道水水道水水道水水道水，，，，プールプールプールプール水水水水のののの塩素濃度塩素濃度塩素濃度塩素濃度ではではではでは不活化不活化不活化不活化�水道水水道水水道水水道水，，，，プールプールプールプール水水水水のののの塩素濃度塩素濃度塩素濃度塩素濃度ではではではでは不活化不活化不活化不活化

しないしないしないしない

�乾燥乾燥乾燥乾燥にににに強強強強いいいい

�温度温度温度温度がががが低低低低いほどいほどいほどいほど生存性生存性生存性生存性がががが長長長長くなるくなるくなるくなる

�凍結凍結凍結凍結ではほとんどではほとんどではほとんどではほとんど不活化不活化不活化不活化しないしないしないしない
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④④④④培養培養培養培養できないできないできないできない

�ノロウイルスはノロウイルスはノロウイルスはノロウイルスは食品中食品中食品中食品中ではではではでは増増増増えないえないえないえない

�ヒトのヒトのヒトのヒトの腸管腸管腸管腸管（（（（小腸小腸小腸小腸））））のののの上皮細胞上皮細胞上皮細胞上皮細胞でででで増殖増殖増殖増殖
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環境環境環境環境でのでのでのでの生存性生存性生存性生存性やややや消毒剤消毒剤消毒剤消毒剤のののの有効性有効性有効性有効性をををを

調調調調べることができないべることができないべることができないべることができない



⑤⑤⑤⑤遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子がががが変異変異変異変異しやすいしやすいしやすいしやすい

ノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルス：：：：１１１１本鎖本鎖本鎖本鎖ＲＮＡＲＮＡＲＮＡＲＮＡ

（（（（※※※※ヒトヒトヒトヒト：：：：２２２２本鎖本鎖本鎖本鎖ＤＮＡ）ＤＮＡ）ＤＮＡ）ＤＮＡ）

遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子がががが変異変異変異変異しやすくしやすくしやすくしやすく，，，，多多多多くのくのくのくの遺伝子型遺伝子型遺伝子型遺伝子型遺伝子遺伝子遺伝子遺伝子がががが変異変異変異変異しやすくしやすくしやすくしやすく，，，，多多多多くのくのくのくの遺伝子型遺伝子型遺伝子型遺伝子型

がががが存在存在存在存在しししし，，，，新型新型新型新型がががが出現出現出現出現するするするする場合場合場合場合があるがあるがあるがある。。。。

ヒトのノロウイルスにヒトのノロウイルスにヒトのノロウイルスにヒトのノロウイルスに対対対対するするするする感染防御感染防御感染防御感染防御がががが

追追追追いつかないいつかないいつかないいつかない。。。。

ノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルス予防対策予防対策予防対策予防対策はははは同同同同じじじじ。。。。
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⑥⑥⑥⑥臨床症状臨床症状臨床症状臨床症状

� 潜伏期間潜伏期間潜伏期間潜伏期間はははは12121212～～～～72727272時間時間時間時間((((平均平均平均平均24242424～～～～48484848時間時間時間時間))))

� 症状症状症状症状：：：：吐吐吐吐きききき気気気気，，，，嘔吐嘔吐嘔吐嘔吐，，，，下痢下痢下痢下痢，，，，腹痛腹痛腹痛腹痛，，，，発熱発熱発熱発熱

� 症状症状症状症状がががが数日続数日続数日続数日続きききき，，，，後遺症後遺症後遺症後遺症はははは残残残残らないらないらないらない

� 感染感染感染感染してもしてもしてもしても症状症状症状症状がががが出出出出ないないないない場合場合場合場合（（（（不顕性感染不顕性感染不顕性感染不顕性感染））））� 感染感染感染感染してもしてもしてもしても症状症状症状症状がががが出出出出ないないないない場合場合場合場合（（（（不顕性感染不顕性感染不顕性感染不顕性感染））））

やややや，，，，軽軽軽軽いいいい風邪風邪風邪風邪やややや悪寒悪寒悪寒悪寒，，，，吐吐吐吐きききき気気気気だけのようなだけのようなだけのようなだけのような症症症症

状状状状もあるもあるもあるもある

� 食中毒事件食中毒事件食中毒事件食中毒事件におけるにおけるにおけるにおける発症率発症率発症率発症率はははは，，，，41414141～～～～50505050％％％％がががが

最最最最もももも多多多多いいいい
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⑦⑦⑦⑦ノロウイルスのノロウイルスのノロウイルスのノロウイルスの排出排出排出排出

感染感染感染感染するとするとするとすると，，，，糞便糞便糞便糞便やややや嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物のなかにのなかにのなかにのなかに大量大量大量大量のののの

ウイルスがウイルスがウイルスがウイルスが排出排出排出排出されるされるされるされる。。。。

糞便糞便糞便糞便：：：：１０１０１０１０億個億個億個億個/g/g/g/g

嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物：：：：１００１００１００１００万個万個万個万個/g/g/g/g嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物：：：：１００１００１００１００万個万個万個万個/g/g/g/g

症状症状症状症状はははは発症後数日発症後数日発症後数日発症後数日でででで回復回復回復回復するがするがするがするが，，，，糞便中糞便中糞便中糞便中にににに

はははは回復後回復後回復後回復後もウイルスがもウイルスがもウイルスがもウイルスが排出排出排出排出されるされるされるされる。。。。

期間期間期間期間：：：：２２２２週間週間週間週間～～～～１１１１ヶヶヶヶ月近月近月近月近くくくく
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ノロウイルスのノロウイルスのノロウイルスのノロウイルスの特徴特徴特徴特徴まとめまとめまとめまとめ

�糞便糞便糞便糞便やややや嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物のなかにのなかにのなかにのなかに大量大量大量大量のウイルスがのウイルスがのウイルスがのウイルスが排出排出排出排出

�症状症状症状症状がががが消消消消えたえたえたえた後後後後もももも長期間長期間長期間長期間ウイルスのウイルスのウイルスのウイルスの排出排出排出排出がががが続続続続くくくく

�感染感染感染感染してもしてもしてもしても症状症状症状症状がががが出出出出ないないないない場合場合場合場合（（（（不顕性感染不顕性感染不顕性感染不顕性感染））））があるがあるがあるがある

�不顕性感染不顕性感染不顕性感染不顕性感染でもでもでもでも糞便中糞便中糞便中糞便中にウイルスをにウイルスをにウイルスをにウイルスを排出排出排出排出するするするする�不顕性感染不顕性感染不顕性感染不顕性感染でもでもでもでも糞便中糞便中糞便中糞便中にウイルスをにウイルスをにウイルスをにウイルスを排出排出排出排出するするするする

�感染力感染力感染力感染力がががが強強強強くくくく，，，，10101010～～～～100100100100個程度個程度個程度個程度でででで感染感染感染感染・・・・発症発症発症発症するするするする

�乾燥乾燥乾燥乾燥，，，，低温低温低温低温でのでのでのでの生存性生存性生存性生存性がががが長長長長くくくく，，，，なかなかなかなかなかなかなかなか不活化不活化不活化不活化されされされされ

ないないないない

�エタノールがエタノールがエタノールがエタノールが効効効効きにくいきにくいきにくいきにくい

�ウイルスウイルスウイルスウイルス粒子粒子粒子粒子がががが小小小小さくさくさくさく，，，，除去除去除去除去がががが難難難難しいしいしいしい
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ノロウイルスのノロウイルスのノロウイルスのノロウイルスの感染感染感染感染サイクルサイクルサイクルサイクル

３３３３通通通通りのりのりのりの感染感染感染感染ルートルートルートルート

１１１１．．．．調理従事者調理従事者調理従事者調理従事者などのなどのなどのなどの手手手手をををを経経経経てててて，，，，二次汚二次汚二次汚二次汚

染染染染されたされたされたされた食品食品食品食品をををを喫食喫食喫食喫食したときしたときしたときしたとき染染染染されたされたされたされた食品食品食品食品をををを喫食喫食喫食喫食したときしたときしたときしたとき

２２２２．．．．ノロウイルスにノロウイルスにノロウイルスにノロウイルスに汚染汚染汚染汚染されたされたされたされた食品食品食品食品をををを生生生生

やややや加熱不十分加熱不十分加熱不十分加熱不十分でででで喫食喫食喫食喫食したときしたときしたときしたとき

３３３３．．．．人人人人からからからから人人人人へへへへ直接感染直接感染直接感染直接感染するケースするケースするケースするケース
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食品食品食品食品などをなどをなどをなどを汚染汚染汚染汚染

①①①①

①①①①

食中毒食中毒食中毒食中毒

感染症感染症感染症感染症 発生発生発生発生!!!!！！！！

感染経路

人人人人からからからから人人人人へへへへ感染感染感染感染

③③③③
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②②②②

汚染汚染汚染汚染されたされたされたされた食品食品食品食品

食品食品食品食品にににに付着付着付着付着・・・・蓄積蓄積蓄積蓄積

生生生生やややや加熱不加熱不加熱不加熱不

十分十分十分十分でででで喫食喫食喫食喫食

③③③③

②②②②
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①①①①持持持持ちちちち込込込込まないまないまないまない

従業員従業員従業員従業員のののの健康管理健康管理健康管理健康管理

〇症状〇症状〇症状〇症状のあるときはのあるときはのあるときはのあるときは，，，，食品食品食品食品をををを直接取直接取直接取直接取りりりり扱扱扱扱

うううう作業作業作業作業をしないをしないをしないをしない。。。。

〇症状〇症状〇症状〇症状があるときにがあるときにがあるときにがあるときに，，，，すぐにすぐにすぐにすぐに責任者責任者責任者責任者にににに報報報報

告告告告するするするする仕組仕組仕組仕組みをつくるみをつくるみをつくるみをつくる。。。。

（（（（健康記録簿健康記録簿健康記録簿健康記録簿のののの作成作成作成作成））））

○○○○家族内家族内家族内家族内でのでのでのでの症状症状症状症状のののの有無有無有無有無もももも確認確認確認確認するするするする
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①①①①持持持持ちちちち込込込込まないまないまないまない

〇衛生的〇衛生的〇衛生的〇衛生的なななな作業着作業着作業着作業着をををを身身身身につけるにつけるにつけるにつける

○○○○アクセサリアクセサリアクセサリアクセサリ－－－－等等等等はははは身身身身につけないにつけないにつけないにつけない

アクセサリーアクセサリーアクセサリーアクセサリー等等等等をつけたまをつけたまをつけたまをつけたま

まままま調理場調理場調理場調理場にはいるとにはいるとにはいるとにはいると，，，，菌菌菌菌やややや

ウィルスをウィルスをウィルスをウィルスを持持持持ちちちち込込込込むだけでむだけでむだけでむだけで

なくなくなくなく，，，，異物混入異物混入異物混入異物混入のののの原因原因原因原因となとなとなとな

りますりますりますります
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②②②②拡拡拡拡げないげないげないげない

○○○○定期的定期的定期的定期的なななな清掃清掃清掃清掃，，，，消毒消毒消毒消毒

（（（（トイレトイレトイレトイレ，，，，調理器具等調理器具等調理器具等調理器具等））））

○○○○手洗手洗手洗手洗いいいい
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③③③③加熱加熱加熱加熱するするするする

中心部中心部中心部中心部までしっかりまでしっかりまでしっかりまでしっかり加熱加熱加熱加熱

（（（（75757575℃℃℃℃以上以上以上以上でででで1111分間以上分間以上分間以上分間以上））））

特特特特にノロウイルスのにノロウイルスのにノロウイルスのにノロウイルスの汚染汚染汚染汚染リスクがリスクがリスクがリスクが高高高高いいいい食品食品食品食品

（（（（85858585～～～～90909090℃℃℃℃でででで90909090秒以上秒以上秒以上秒以上））））



④④④④つけないつけないつけないつけない

○○○○手洗手洗手洗手洗いいいい

（「（「（「（「石石石石けんをつけけんをつけけんをつけけんをつけ，，，，もみもみもみもみ洗洗洗洗いしていしていしていして

流水流水流水流水すすぎすすぎすすぎすすぎ15151515秒秒秒秒」」」」をををを2222回回回回））））

○○○○素手素手素手素手でででで食品食品食品食品にににに触触触触れないれないれないれない

○○○○使使使使いいいい捨捨捨捨てててて手袋手袋手袋手袋やマスクのやマスクのやマスクのやマスクの正正正正しいしいしいしい着用着用着用着用

○○○○調理器具調理器具調理器具調理器具のののの洗浄消毒洗浄消毒洗浄消毒洗浄消毒

○○○○衛生的衛生的衛生的衛生的なななな作業着作業着作業着作業着のののの着用着用着用着用
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正正正正しいマスクのしいマスクのしいマスクのしいマスクの着着着着けけけけ方方方方

●●●● マスクのプリーツはマスクのプリーツはマスクのプリーツはマスクのプリーツは下向下向下向下向ききききにににに。。。。

66



次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸ナトリウムによるナトリウムによるナトリウムによるナトリウムによる消毒消毒消毒消毒次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸ナトリウムによるナトリウムによるナトリウムによるナトリウムによる消毒消毒消毒消毒

十分十分十分十分なななな水水水水でででで洗浄後中性洗剤洗浄後中性洗剤洗浄後中性洗剤洗浄後中性洗剤でででで汚汚汚汚れをれをれをれを落落落落とすとすとすとす

↓↓↓↓

十分十分十分十分なななな水水水水ですすぐですすぐですすぐですすぐ

↓↓↓↓

200ppm次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸ナトリウムナトリウムナトリウムナトリウム溶液溶液溶液溶液200ppm次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸ナトリウムナトリウムナトリウムナトリウム溶液溶液溶液溶液

（（（（家庭用塩素系漂白剤家庭用塩素系漂白剤家庭用塩素系漂白剤家庭用塩素系漂白剤））））

10分以上浸漬分以上浸漬分以上浸漬分以上浸漬

↓↓↓↓

十分十分十分十分なななな水水水水ですすぎですすぎですすぎですすぎ，，，，乾燥後乾燥後乾燥後乾燥後，，，，衛生的衛生的衛生的衛生的にににに保管保管保管保管
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人人人人がよくがよくがよくがよく触触触触れるものれるものれるものれるもの

（（（（ドアノブやドアノブやドアノブやドアノブや冷蔵庫冷蔵庫冷蔵庫冷蔵庫のののの取手等取手等取手等取手等））））

●●●●普段普段普段普段・・・・・・・・・・・・水拭水拭水拭水拭きききき又又又又ははははアルコールアルコールアルコールアルコール消毒消毒消毒消毒

●●●●ノロウイルスがノロウイルスがノロウイルスがノロウイルスが流行流行流行流行するするするする時期時期時期時期（（（（11111111月月月月～～～～３３３３月月月月））））

次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸ナトリウムナトリウムナトリウムナトリウム消毒消毒消毒消毒次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸ナトリウムナトリウムナトリウムナトリウム消毒消毒消毒消毒

①①①①雑巾雑巾雑巾雑巾やややや布巾等布巾等布巾等布巾等にににに200ppm200ppm200ppm200ppm次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸

ナトリウムナトリウムナトリウムナトリウム溶液溶液溶液溶液ををををしみこませしみこませしみこませしみこませ，，，，拭拭拭拭くくくく。。。。

②②②②水拭水拭水拭水拭きききき

濃度濃度濃度濃度をををを1000ppm1000ppm1000ppm1000ppmにににに。。。。
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通常通常通常通常

嘔吐嘔吐嘔吐嘔吐・・・・下痢下痢下痢下痢のののの人人人人がががが出出出出たときたときたときたとき

(※(※(※(※噴霧噴霧噴霧噴霧はしないことはしないことはしないことはしないこと))))



次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸NaNaNaNa消毒液消毒液消毒液消毒液のののの作作作作りりりり方方方方

消毒対象消毒対象 濃度（希釈倍率）濃度（希釈倍率） 希釈方法（例）希釈方法（例）

有機物が付着した場合有機物が付着した場合

••糞便・嘔吐物が付着した床糞便・嘔吐物が付着した床

0.10.1％（％（1000ppm1000ppm））

５５00倍希釈倍希釈

６０倍希釈６０倍希釈

500ml500mlのペットボトルのペットボトル11本の水本の水

にに10mL10mL

（（ペットボトルキャップペットボトルキャップ22杯分）杯分）

次亜塩素酸Ｎａ（市販の漂白剤 塩素濃度５％５％の場合）の希釈方法

６６６６％％％％６６６６％％％％
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••衣類等の浸け置き衣類等の浸け置き
６０倍希釈６０倍希釈

（ピューラックス）（ピューラックス）

（（ペットボトルキャップペットボトルキャップ22杯分）杯分）

その他の場合の消毒その他の場合の消毒

••食器等の浸け置き食器等の浸け置き

••トイレの便座やドアノブ，トイレの便座やドアノブ，

床手摺り等の消毒床手摺り等の消毒

0.020.02％（％（200ppm200ppm））

２５０倍希釈２５０倍希釈

３００倍希釈３００倍希釈

（ピューラックス）（ピューラックス）

２２LLペットボトルペットボトル11本の水に本の水に

10mL10mL

（（ペットボトルキャップペットボトルキャップ22杯分）杯分）

※※※※次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸NaNaNaNa消毒液消毒液消毒液消毒液はははは，，，，用時調製用時調製用時調製用時調製してくださいしてくださいしてくださいしてください



野菜野菜野菜野菜・・・・果物果物果物果物のののの消毒方法消毒方法消毒方法消毒方法

①流水で３回以上水洗いする

②中性洗剤で洗う

③流水で十分すすぎ洗いする

④必要に応じ，次亜塩素酸Na等
※

で殺菌した後

（大量調理施設衛生管理マニュアルより）

流水で十分すすぎ洗いをする
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※※※※次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸NaNaNaNa溶液溶液溶液溶液（（（（200mg/l200mg/l200mg/l200mg/lでででで5555分間又分間又分間又分間又はははは100mg/l100mg/l100mg/l100mg/lでででで

10101010分間分間分間分間））））又又又又はこれとはこれとはこれとはこれと同等同等同等同等のののの効果効果効果効果をををを有有有有するものするものするものするもの

・・・・亜塩素酸水亜塩素酸水亜塩素酸水亜塩素酸水((((きのこきのこきのこきのこ類類類類をををを除除除除くくくく))))

・・・・亜塩素酸亜塩素酸亜塩素酸亜塩素酸ナトリウムナトリウムナトリウムナトリウム溶液溶液溶液溶液((((生食用野菜生食用野菜生食用野菜生食用野菜にににに限限限限るるるる))))

・・・・次亜塩素酸水次亜塩素酸水次亜塩素酸水次亜塩素酸水

・・・・有機酸溶液有機酸溶液有機酸溶液有機酸溶液 注）食品添加物であることを確認
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トイレットペーパーをトイレットペーパーをトイレットペーパーをトイレットペーパーを過信過信過信過信してはいけませんしてはいけませんしてはいけませんしてはいけません

１０１０１０１０枚重枚重枚重枚重ねのトイレットペーパーでねのトイレットペーパーでねのトイレットペーパーでねのトイレットペーパーで拭拭拭拭きききき取取取取ってもってもってもっても

手指手指手指手指にウイルスがにウイルスがにウイルスがにウイルスが着着着着いているといういているといういているといういているという報告報告報告報告もありますもありますもありますもあります

● ●

● ●

トイレ内 → トイレ外 → 調理場

トイレや汚物処理等で

気をつけないと，汚染を広げてしまうかも

● ●
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作業前作業前作業前作業前などのなどのなどのなどの手洗手洗手洗手洗いいいい

〇洗〇洗〇洗〇洗うタイミングはうタイミングはうタイミングはうタイミングは，，，，

◎◎◎◎トイレにトイレにトイレにトイレに行行行行ったったったった後後後後

◎◎◎◎調理施設調理施設調理施設調理施設にににに入入入入るるるる前前前前

◎◎◎◎料理料理料理料理のののの盛付盛付盛付盛付けのけのけのけの前前前前

どこにウイルスがどこにウイルスがどこにウイルスがどこにウイルスが

付着付着付着付着しているかしているかしているかしているか

分分分分からないのでからないのでからないのでからないので

こまめにこまめにこまめにこまめに手手手手をををを

洗洗洗洗いましょういましょういましょういましょう

◎◎◎◎料理料理料理料理のののの盛付盛付盛付盛付けのけのけのけの前前前前

〇汚〇汚〇汚〇汚れのれのれのれの残残残残りやすいところをりやすいところをりやすいところをりやすいところを丁寧丁寧丁寧丁寧にににに

（（（（指先指先指先指先，，，，指指指指のののの間間間間，，，，爪爪爪爪のののの間間間間，，，，親指親指親指親指のののの周周周周りりりり））））

〇次亜塩素酸〇次亜塩素酸〇次亜塩素酸〇次亜塩素酸ﾅﾄﾘｳﾑのﾅﾄﾘｳﾑのﾅﾄﾘｳﾑのﾅﾄﾘｳﾑの手洗手洗手洗手洗いいいい消毒消毒消毒消毒はははは避避避避けることけることけることけること

→→→→手荒手荒手荒手荒れのれのれのれの原因原因原因原因になるになるになるになる
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指先指先指先指先やややや爪爪爪爪のののの間間間間手手手手のひらのひらのひらのひら

【【【【【【【【手洗手洗手洗手洗いをしっかりしましょういをしっかりしましょういをしっかりしましょういをしっかりしましょう！！！！手洗手洗手洗手洗いをしっかりしましょういをしっかりしましょういをしっかりしましょういをしっかりしましょう！！！！】】】】】】】】

手手手手のののの甲甲甲甲
指指指指のののの股股股股

親指親指親指親指のののの付付付付けけけけ根根根根
手首手首手首手首

汚汚汚汚れがれがれがれが残残残残りりりり

やすいところやすいところやすいところやすいところ
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洗洗洗洗いいいい残残残残しをしをしをしを防防防防ぐぐぐぐ手手手手のののの洗洗洗洗いいいい方方方方
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嘔吐物等嘔吐物等嘔吐物等嘔吐物等のののの処理方法処理方法処理方法処理方法嘔吐物等嘔吐物等嘔吐物等嘔吐物等のののの処理方法処理方法処理方法処理方法

☆☆☆☆☆☆☆☆嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物・・・・下痢便下痢便下痢便下痢便のののの処理処理処理処理のののの手順手順手順手順嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物・・・・下痢便下痢便下痢便下痢便のののの処理処理処理処理のののの手順手順手順手順

・・・・マスク・マスク・マスク・マスク・手袋手袋手袋手袋マスク・マスク・マスク・マスク・手袋手袋手袋手袋（（（（手袋手袋手袋手袋はははは清潔清潔清潔清潔であるであるであるである必要必要必要必要はなくはなくはなくはなく、、、、丈夫丈夫丈夫丈夫なものなものなものなもの））））をををを

しっかりとしっかりとしっかりとしっかりと着用着用着用着用するするするする

・・・・まずまずまずまず雑巾雑巾雑巾雑巾雑巾雑巾雑巾雑巾・・・・・・・・タオルタオルタオルタオルタオルタオルタオルタオル等等等等でででで等等等等でででで吐物吐物吐物吐物吐物吐物吐物吐物・・・・・・・・下痢便下痢便下痢便下痢便下痢便下痢便下痢便下痢便をしっかりをしっかりをしっかりをしっかり拭拭拭拭きききき取取取取るるるるをしっかりをしっかりをしっかりをしっかり拭拭拭拭きききき取取取取るるるる

・・・・眼鏡眼鏡眼鏡眼鏡眼鏡眼鏡眼鏡眼鏡をしていないをしていないをしていないをしていない場合場合場合場合はははは，，，，ゴーグルゴーグルゴーグルゴーグルゴーグルゴーグルゴーグルゴーグルなどでなどでなどでなどで目目目目のののの防御防御防御防御をするをするをするをする

ことがことがことがことが推奨推奨推奨推奨されるされるされるされる。。。。

・・・・拭拭拭拭きききき取取取取ったったったった雑巾雑巾雑巾雑巾・タオルは・タオルは・タオルは・タオルは拭拭拭拭きききき取取取取ったったったった雑巾雑巾雑巾雑巾・タオルは・タオルは・タオルは・タオルはビニールビニールビニールビニール袋袋袋袋にににに入入入入れてれてれてれて密封密封密封密封ビニールビニールビニールビニール袋袋袋袋にににに入入入入れてれてれてれて密封密封密封密封しししし，，，，破棄破棄破棄破棄するするするするしししし，，，，破棄破棄破棄破棄するするするする。。。。。。。。

・・・・拭拭拭拭きききき取取取取りのりのりのりの際際際際にににに飛沫飛沫飛沫飛沫がががが発生発生発生発生するのでするのでするのでするので、、、、無防備無防備無防備無防備なななな者者者者はははは絶対絶対絶対絶対にににに近近近近づかないづかないづかないづかない。。。。

・・・・拭拭拭拭きききき取取取取ったったったった箇所箇所箇所箇所はははは、、、、薄薄薄薄めためためためた塩素系消毒剤塩素系消毒剤塩素系消毒剤塩素系消毒剤薄薄薄薄めためためためた塩素系消毒剤塩素系消毒剤塩素系消毒剤塩素系消毒剤 0.10.10.10.10.10.10.10.1％（％（％（％（％（％（％（％（1000ppm1000ppm1000ppm1000ppm1000ppm1000ppm1000ppm1000ppm））））でででで））））でででで

広広広広めめめめ広広広広めめめめ（（（（嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物をををを中心中心中心中心にににに半径半径半径半径２２２２ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）（（（（嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物をををを中心中心中心中心にににに半径半径半径半径２２２２ｍ）ｍ）ｍ）ｍ）にににに消毒消毒消毒消毒にににに消毒消毒消毒消毒するするするする。。。。
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嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物をををを使使使使いいいい捨捨捨捨てのてのてのての紙紙紙紙やややや布布布布でででで嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物をををを使使使使いいいい捨捨捨捨てのてのてのての紙紙紙紙やややや布布布布でででで すぐにビニールすぐにビニールすぐにビニールすぐにビニール袋袋袋袋ににににすぐにビニールすぐにビニールすぐにビニールすぐにビニール袋袋袋袋にににに

嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物 のののののののの 処理処理処理処理処理処理処理処理((((((((例例例例例例例例))))))))

外側外側外側外側からからからから内側内側内側内側へへへへ向向向向けてけてけてけて拭取拭取拭取拭取るるるる外側外側外側外側からからからから内側内側内側内側へへへへ向向向向けてけてけてけて拭取拭取拭取拭取るるるる 入入入入れてれてれてれて封封封封をするをするをするをする入入入入れてれてれてれて封封封封をするをするをするをする

付着部付着部付着部付着部をををを付着部付着部付着部付着部をををを0.10.10.10.10.10.10.10.1％％％％次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸％％％％次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸

ＮａＮａＮａＮａでででで消毒消毒消毒消毒ＮａＮａＮａＮａでででで消毒消毒消毒消毒

腐食腐食腐食腐食をををを防防防防ぐためぐためぐためぐため腐食腐食腐食腐食をををを防防防防ぐためぐためぐためぐため

1010101010101010分後分後分後分後にににに水拭水拭水拭水拭きききき分後分後分後分後にににに水拭水拭水拭水拭きききき
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感染経路感染経路
・・・・・・・・人人人人のののの手手手手のののの触触触触れるれるれるれる可能性可能性可能性可能性があるがあるがあるがある物物物物はははは全全全全てててて感染経路感染経路感染経路感染経路になりうるになりうるになりうるになりうる人人人人のののの手手手手のののの触触触触れるれるれるれる可能性可能性可能性可能性があるがあるがあるがある物物物物はははは全全全全てててて感染経路感染経路感染経路感染経路になりうるになりうるになりうるになりうる。。。。。。。。

（（（（例例例例））））手手手手すりすりすりすり手手手手すりすりすりすり，，，，ドアノブドアノブドアノブドアノブ（（（（トイレもトイレもトイレもトイレも含含含含むむむむドアノブドアノブドアノブドアノブ（（（（トイレもトイレもトイレもトイレも含含含含むむむむ），），），），ベットベットベットベット回回回回りりりりベットベットベットベット回回回回りりりり，，，，壁壁壁壁，，，，

車椅子車椅子車椅子車椅子のののの押押押押しししし手手手手車椅子車椅子車椅子車椅子のののの押押押押しししし手手手手，，，，机机机机，，，，イスイスイスイス，，，，引引引引きききき出出出出しのしのしのしの取取取取机机机机，，，，イスイスイスイス，，，，引引引引きききき出出出出しのしのしのしの取取取取っっっっっっっっ手手手手，，，，カーテンなどカーテンなどカーテンなどカーテンなど手手手手，，，，カーテンなどカーテンなどカーテンなどカーテンなど。。。。

・・・・有症者有症者有症者有症者がががが嘔吐嘔吐嘔吐嘔吐したしたしたした場合場合場合場合，，，，嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物のののの飛沫飛沫飛沫飛沫にににに含含含含まれるウイルスまれるウイルスまれるウイルスまれるウイルス

粒子粒子粒子粒子がががが空気中空気中空気中空気中にににに舞舞舞舞ったりったりったりったり，，，，嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物がががが十分拭十分拭十分拭十分拭きききき取取取取られずられずられずられず，，，，乾燥乾燥乾燥乾燥

したウイルスしたウイルスしたウイルスしたウイルス粒子粒子粒子粒子がががが浮遊浮遊浮遊浮遊してしてしてして，，，，感染感染感染感染がががが拡大拡大拡大拡大することがあるすることがあるすることがあるすることがある。

施設施設施設施設のののの消毒消毒消毒消毒施設施設施設施設のののの消毒消毒消毒消毒

対応対応
・・・・感染予防感染予防感染予防感染予防のためのためのためのため，，，，普段普段普段普段よりよりよりより，，，，ヒトのヒトのヒトのヒトの手手手手のののの触触触触れるれるれるれる箇所箇所箇所箇所はははは定期的定期的定期的定期的にににに普段普段普段普段よりよりよりより，，，，ヒトのヒトのヒトのヒトの手手手手のののの触触触触れるれるれるれる箇所箇所箇所箇所はははは定期的定期的定期的定期的にににに

消毒消毒消毒消毒するするするする必要必要必要必要消毒消毒消毒消毒するするするする必要必要必要必要があるがあるがあるがある。。。。

嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物やややや糞便糞便糞便糞便のののの処理処理処理処理はははは，，，，やややや糞便糞便糞便糞便のののの処理処理処理処理はははは，，，，0.1%(1000ppm)0.1%(1000ppm)0.1%(1000ppm)0.1%(1000ppm)0.1%(1000ppm)0.1%(1000ppm)0.1%(1000ppm)0.1%(1000ppm)次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸NaNaNaNaNaNaNaNa

をををを用用用用いていていていて，，，，次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸をををを用用用用いていていていて，，，，次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸次亜塩素酸NaNaNaNaNaNaNaNaをををを使用使用使用使用するするするする事事事事ができないができないができないができない場合場合場合場合にはにはにはには，，，，をををを使用使用使用使用するするするする事事事事ができないができないができないができない場合場合場合場合にはにはにはには，，，，

熱熱熱熱によるによるによるによる消毒消毒消毒消毒（（（（熱熱熱熱によるによるによるによる消毒消毒消毒消毒（（（（8585858585858585℃℃℃℃℃℃℃℃以上以上以上以上以上以上以上以上11111111分加熱分加熱分加熱分加熱））））によりによりによりにより，，，，迅速迅速迅速迅速・・・・適切適切適切適切にににに分加熱分加熱分加熱分加熱））））によりによりによりにより，，，，迅速迅速迅速迅速・・・・適切適切適切適切にににに

処理処理処理処理しししし，，，，室内室内室内室内のののの換気換気換気換気をををを行行行行うことでうことでうことでうことで，，，，感染感染感染感染をををを予防予防予防予防するするするする処理処理処理処理しししし，，，，室内室内室内室内のののの換気換気換気換気をををを行行行行うことでうことでうことでうことで，，，，感染感染感染感染をををを予防予防予防予防するするするする。
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ノロウイルスノロウイルスノロウイルスノロウイルス拡大防止策拡大防止策拡大防止策拡大防止策

１１１１．．．．嘔吐物嘔吐物嘔吐物嘔吐物にににに対対対対しししし防護具防護具防護具防護具（（（（マスクマスクマスクマスク、、、、手袋手袋手袋手袋などなどなどなど））））やややや

塩素系消毒剤塩素系消毒剤塩素系消毒剤塩素系消毒剤などをなどをなどをなどを用用用用いていていていて適切適切適切適切にににに処理処理処理処理することすることすることすること。。。。

２２２２．．．．食事前食事前食事前食事前、、、、調理前調理前調理前調理前、、、、排便後排便後排便後排便後などなどなどなど適切適切適切適切なななな手洗手洗手洗手洗いいいいをををを

実施実施実施実施することすることすることすること。。。。実施実施実施実施することすることすることすること。。。。

３３３３．．．．食材食材食材食材をををを十分加熱十分加熱十分加熱十分加熱するするするする（（（（85858585～～～～90℃90℃90℃90℃でででで90909090秒以上秒以上秒以上秒以上））））

ことことことこと。。。。

４４４４．．．．トイレトイレトイレトイレ、、、、浴室浴室浴室浴室のののの衛生管理衛生管理衛生管理衛生管理（（（（塩素系消毒剤塩素系消毒剤塩素系消毒剤塩素系消毒剤によるによるによるによる

消毒消毒消毒消毒、、、、共用共用共用共用タオルのタオルのタオルのタオルの禁止禁止禁止禁止））））をををを徹底徹底徹底徹底するするするする。。。。
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感染症発生時感染症発生時感染症発生時感染症発生時のののの対応対応対応対応

福山市保健所 保健予防課

感染症発生時感染症発生時感染症発生時感染症発生時のののの対応対応対応対応

２０１６年（平成２８ 年）９ 月３０日

福山市保健所 保健予防課



今日のお話の内容

●感染対策の基礎知識

・注意すべき主な感染症

・感染症の３大要因

福山市保健所 保健予防課

・標準予防措置策

●発生時の行政への報告

あるある事例紹介

●結核の対応



感染症対策の基礎知識感染症対策の基礎知識

福山市保健所 保健予防課



注意すべき主な感染症

疾患名

インフルインフルインフルインフル

エンザエンザエンザエンザ

結核結核結核結核

感染性感染性感染性感染性

胃腸炎胃腸炎胃腸炎胃腸炎

腸管性大腸腸管性大腸腸管性大腸腸管性大腸

菌感染症菌感染症菌感染症菌感染症

（（（（O-157等等等等））））

疥癬疥癬疥癬疥癬 MRSA B型肝炎 C型肝炎

病原体

インフルエ

ンザウイル

ス

結核菌

ノロウイルス

ロタウイルス

など

腸管出血性

大腸菌

ヒセンダニ

メチシリン耐

性黄色

ブドウ球菌

B型肝炎

ウイルス

C型肝炎

ウイルス

潜伏

期間

１～４日 不定 １～２日 １４日 約１か月 不定

１か月半～

６か月

２週間～

６か月

感染感染

経路

飛沫感染

飛沫感染

空気感染

経口感染

接触感染

経口感染

接触感染

接触感染 接触感染

血液感染

性感染

血液感染

症状

発熱（高

熱）・悪寒・

筋肉痛

咳・痰・発

熱・食欲不

振・体重減

少

吐き気・嘔吐・

腹痛・下痢

下痢（血

便）・発熱・

腹痛・嘔吐

激しい痒み・

発疹

発熱・膿状

の痰

倦怠感・食

欲不振・吐

き気・嘔

吐・黄疸

倦怠感・食

欲不振・吐

き気・嘔吐・

黄疸

感染

予防

うがい・手

洗い・湿度

の保持・予

防接種

有症者の

個室管理・

マスクの着

用・定期的

な健診・換

気

手洗い・汚物

処理時の手

袋使用・食品

の加熱・適切

な消毒

手洗い・汚

物処理時の

手袋使用・

食品の加

熱・適切な

消毒

手洗い・皮

膚の観察・

衣類，寝具

等の加熱消

毒

個室管理・

入室時のガ

ウン・手袋

の着用

血液を取り

扱う際は手

袋着用・針

刺し事故防

止・コン

ドームの使

用

血液を取り

扱う際は手

袋着用・針

刺し事故防

止

福山市保健所 保健予防課



感染症の３大要因

感染源（病原体）

菌・ウィルス

感染源の排除

感染経路の遮断

★スタンダードプリコーション

の徹底

★感染源を

１．持ち込まない

２．持ち出さない

３．拡げない

感染経路 宿主（ヒト）

・空気感染

・飛沫感染

・接触感染 など

感染を受けやすい人

・抵抗力が低い人

（高齢者・乳幼児）

・医療従事者 など

抵抗力をつける

予防接種など

福山市保健所 保健予防課



飛沫感染飛沫感染飛沫感染飛沫感染

感染した人の咳，くしゃみ，会話などで飛沫を吸いこむ，またはそのしぶ

きに含まれた病原体が鼻・咽頭・目の粘膜に付着して感染。

１ｍ以内に床に落下し，空中を浮遊し続けることはない。

【例 ： インフルエンザインフルエンザインフルエンザインフルエンザ，レジオネラ，百日咳 など】

空気感染空気感染空気感染空気感染

（（（（飛沫核感染飛沫核感染飛沫核感染飛沫核感染））））

感染した人から排出される病原体を含む飛沫（エアロゾル）が,飛沫核と

なって空中に浮遊し，それを吸入して感染。

空中に長時間浮遊し，空気の流れによって飛散する。

【例 ： 麻疹，水痘，結核結核結核結核， など】

感染経路と原因微生物

【例 ： 麻疹，水痘，結核結核結核結核， など】

接触感染接触感染接触感染接触感染

((((経口感染含経口感染含経口感染含経口感染含むむむむ))))

環境表面や手などについた病原体が鼻・喉・目や口の粘膜に付着して感

染。もしくは経口的に腸管内に入って感染する。

手指・食品・器具を介して伝播する頻度の高い伝播経路。

【例 ： ノロウイルス，腸管出血性大腸菌，ＭＲＳA など】

血液媒介感染血液媒介感染血液媒介感染血液媒介感染

病原体に汚染された血液や体液，分泌物が，針刺し事故等により体内に

入ることにより感染する。

【例 ： Ｂ型肝炎，Ｃ型肝炎，ＨＩＶ など】

福山市保健所 保健予防課



スタンダードプリコーション（標準予防策）

• 全ての患者さんの血液・体液・排泄物は感染

の可能性のあるものとして取り扱い，針刺し

事故防止や血液・体液などの暴露に対する

対策を講じようとする考え方。

（1996年 CDCが発表）（1996年 CDCが発表）

★ 基本は「手洗い」「手洗い」

＋

手で触るときは？ → 使い捨て手袋

口や鼻に入るかも？ → マスク

着衣に付くかも？ → 使い捨てガウン

眼に入るかも？ → ゴーグル

足に付くかも？ → シューズカバー

などの着用を平常時からすること！

福山市保健所 保健予防課



発生時の行政への報告発生時の行政への報告

福山市保健所 保健予防課



集団発生が疑われる場合の対応

●利用者や職員全員の状況を把握し，観察をします。

・いつから？・症状は？

報

告

所管課 福山市保健所

報

告

施設管理者
主治医等

報 告

助言・指導



行政への報告

●同一の感染症や食中毒による，またはそれらが疑

われる死亡者や重篤患者が１１１１週間以内週間以内週間以内週間以内に２に２に２に２名以上名以上名以上名以上

発生した場合

●同一の感染症や食中毒の患者，またはそれらが疑●同一の感染症や食中毒の患者，またはそれらが疑

われる者が１０１０１０１０名以上又名以上又名以上又名以上又はははは全利用者全利用者全利用者全利用者のののの半数以上半数以上半数以上半数以上発

生した場合

●上記以外の場合であっても，通常通常通常通常のののの発生動向発生動向発生動向発生動向をををを上上上上

回回回回るるるる感染症等感染症等感染症等感染症等のののの発生発生発生発生が疑われ，特に施設長が報告

を必要と認めた場合



報告後，訪問調査で確認する

こと

・有症者数の推移

・重症者の有無

・環境調査

（消毒や清掃，吐物・排泄物の処理方法，処置後の（消毒や清掃，吐物・排泄物の処理方法，処置後の

手洗い，リネン類の処理方法など）

・食事やレクリエーションの状況

・感染源調査（初発・検便検査など）

・二次感染予防対策について



よくある間違い・・・報告編

●職員健康調査月報：行政への報告以降は月報提出

健康状態の把握をして

※個人情報の取り扱いには，十分注意してください！

個人情報は伏せる！

感染症発生時の報告

の時に，名前などの個

人情報が書かれたま

まＦＡＸされることがあ

ります。

健康状態の把握をして

いても，記録が残って

いないことがあります。



よくある間違い・・・消毒編①

●消毒液の作り置き

朝まとめて作っておけば，

いざの時に

すぐ使える！

●消毒液は時間の経過とともに効果が減少し

ます。そのつど，作りましょう。

●汚れた雑巾を入れると，次亜塩素酸ナトリウ

ムを消費して効果が著しく減少します。

どこが間違いでしょうか？？



魔法の６点セット

●消毒液

（次亜塩素酸ナトリウム）

●バケツ

※濃度に応じた目盛を書いて

必要な物品を

セットにしてお

けば，いざとい

う時にすぐ対
※濃度に応じた目盛を書いて

おくと誰でも対応できます。

●使い捨ての布

ペーパータオル，新聞紙など

●手袋

●マスク

●ごみ袋

う時にすぐ対

応できます。



よくある間違い・・・消毒編②

●霧吹きでの消毒

霧吹きなど,噴霧による消毒は，

対象部への濃度が曖昧です。

●次亜塩での手指消毒

↓

＊手あれの原因となる。

＊皮膚のバリア機能を破壊

＊菌やウイルスが付着しやすい



よくある間違い・・・みんなのタオ

ル編

手洗いは感染対策の基本！

特に汚れが残りやすい，指の間，手首

まで念入りに。

よし！みんな仲良く同じタオルで

しっかり拭いてバッチリ！

●共用タオルの使用は絶対に避けましょう。

汚染されたタオルを介してみんなにうつります。

●使い捨てのペーパータオルを使いましょう。

しっかり拭いてバッチリ！

どこが間違いでしょうか？？



よくある間違い・・・ポケットの罠

編

●あなたのポケットは清潔ですか？

ポケットをごみ箱代わりにしていませんか？

例えば・・・ケアで使用した手袋

利用者さんが使用した使用済ティッシュ

●ポケットの中が汚染源になることがあります。

●使用済の手袋やティッシュから，菌が周りに付着

したり，うっかり再利用してしまうことも！

※汚染物はナイロン袋に入れて密封して捨てましょう。



よくある間違い・・・職員編

●ある施設で・・・

・1／17 82歳の入居者がインフル発症

・1／18 隣の部屋の入居者がインフル発症

寝たきりで移動できないのになぜ広がった？？寝たきりで移動できないのになぜ広がった？？

●受け持ちスタッフが実はインフルエンザだった。

朝から体調不良だったが勤務してしまった。

職員が媒介者になる危険が！

※利用者を守る為まず自身の健康管理から！



結核の対応結核の対応

福山市保健所 保健予防課



結核の罹患率
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結核既感染率推定（2015年）

【参考：結核研究所疫学情報センター】

年

代

30代 40代 50代 60代 70代 80代

％％％％ 2.8 5.6 10.6 23.9 48.8 73.1％％％％ 2.8 5.6 10.6 23.9 48.8 73.1

高齢者の半数が既感染者。

→大きな発病予備軍！！



福山市保健所管内の

過去3年間の結核発生数（単位：人）

30歳未満歳未満歳未満歳未満 30代代代代 40代代代代 50代代代代 60代代代代 70代以上代以上代以上代以上

2013年年年年

4
(9.3%)

0
(0%)

5
(11.6%)

3
(6.9%)

3
(6.9%)

28
(65.1%)

5 3 1 2 12 42

福山市保健所 保健予防課

2014年年年年

5
(7.6%)

3
(4.6%)

1
(1.5%)

2
(3.0%)

12
(18.4%)

42
(64.6%)

2015年年年年

8
(17.8%)

3
(6.7%)

2
(4.4%)

1
(2.2%)

4
(8.9%)

27
(60.0%)

約７～８割が

60歳以上！！



結核とは

福山市保健所 保健予防課



感染したら必ず発病するの？

結

核

菌

結核菌が勝つ

すぐに発病（初感染発病）

・感染後，数か月から2年くらい

の間に発病

・乳幼児や若い世代に多くみら

れる
発病

1

結

核

菌

に

感

染

す

る

れる

免疫力が勝つ

免疫力の低下に伴い発病

（既感染発病）

・感染後，5年以上たって免疫

がおちたときに発病

・高齢者に多くみられる

発病しない

結核菌は肺のなかで冬眠

約1～

2割

約8～9割

の方は

発病しない

（保菌者）

福山市保健所 保健予防課



結核・・・ある施設の事例

最近食欲最近食欲最近食欲最近食欲がなくてがなくてがなくてがなくて…………

体体体体もだるいんよもだるいんよもだるいんよもだるいんよ…………

風邪かな…

今年はインフ

ルエンザも流

行してるから，

もしかしたら

インフルエンインフルエン

ザかも。

様子をみよう。



その後・・・集団感染が判明する

◎◎◎◎：８０８０８０８０代利用者女性代利用者女性代利用者女性代利用者女性 （通所介護事業所利用）

診断の遅れ６カ月

４４４４月月月月 ５５５５月月月月 ６６６６月月月月 ７７７７月月月月 ８８８８月月月月 ９９９９月月月月 １０１０１０１０月月月月

倦怠感など 咳など 高熱

診断
◎

◎◎◎◎：８０８０８０８０代利用者女性代利用者女性代利用者女性代利用者女性 （通所介護事業所利用）

4月月月月からからからから倦怠感等倦怠感等倦怠感等倦怠感等のののの症状症状症状症状ありありありあり。。。。受診受診受診受診やややや往診往診往診往診もあったがもあったがもあったがもあったが

陳旧性結核陳旧性結核陳旧性結核陳旧性結核のののの診断診断診断診断やややや肺気腫肺気腫肺気腫肺気腫ありありありあり。。。。

10月月月月のののの喀痰検査喀痰検査喀痰検査喀痰検査でようやくでようやくでようやくでようやく診断診断診断診断されたされたされたされた。。。。

<接触者健診接触者健診接触者健診接触者健診>   ７９７９７９７９人実施人実施人実施人実施：：：：発病発病発病発病３３３３人人人人，，，，感染感染感染感染１１１１１１１１人人人人

感染者は，利用者よりも職員の方が多かった。



●結核のイメージは咳だが

高齢者は呼吸器症状が

乏しい場合が多い。

●「連続した介護記録」と

「項目チェック欄」がない

結核を疑う症状・タイミング

「項目チェック欄」がない

と変化の把握が困難。

※人により何をチェックし

たかが変わる。

●入所時の肺結核の既往

歴の確認や，接触歴もあ

るとよい。

結核の統計 ２０１２

福山市保健所 保健予防課



早期に見つけるために・・・

・継続した健康観察

１．全体の印象

２．全身症状

高齢者は症状が出にくいからこそ・・・

２．全身症状

３．呼吸器系の症状

・職員は正しい知識を持つ （いざという時どうするのか）

・入所時，毎日の健康チェック （胸部レントゲンは比較）

・職員の健康管理

（施設の職員はハイリスクグループ）

福山市保健所 保健予防課



呼吸器講演会のご案

内

・日時：２０１６年１０月４日(火)

１５:００～１６：３０

・場所：福山すこやかセンター

東館１階研修室

・講師：中国中央病院 腫瘍内科部長

玄馬 顕一 医師

この機会に結核をもっと知ってください！！

福山市保健所 保健予防課



★★感染症は感染症は誰もがうつし、うつされる病気誰もがうつし、うつされる病気です。です。

★★かからないために、健康に過ごしましょう。かからないために、健康に過ごしましょう。

・・ 規則正しい生活（栄養・運動・休養・睡眠）規則正しい生活（栄養・運動・休養・睡眠）

・・ 職場の健康診断職場の健康診断

★★スタンダードプリコーションの徹底スタンダードプリコーションの徹底

持ち込まないための個人衛生

(点検表は正確に記入、責任者によるチェック）

★★スタンダードプリコーションの徹底スタンダードプリコーションの徹底

基本は基本は「手洗い」・「うがい」「手洗い」・「うがい」＋＋「マスク」「マスク」などなど

★★ワクチン接種を検討しましょう。ワクチン接種を検討しましょう。

★★かかったらうつさないための予防行動かかったらうつさないための予防行動を！！を！！

★★嘔吐物等排泄物の処理は正確に。嘔吐物等排泄物の処理は正確に。

消毒の濃度・方法も正確に。。消毒の濃度・方法も正確に。。

福山市保健所 保健予防課



知ってお得な豆情報知ってお得な豆情報

福山市保健所 保健予防課



高齢者インフルエンザ予防接種事業

＊対象者：福山市に住民票があり，

予防接種について

接種日時点で65歳以上の方（毎年）

＊期 間：2016年(平成28年)10月1日～

2017年(平成29年)1月31日

＊自己負担：1,600円

福山市保健所 保健予防課



高齢者肺炎球菌予防接種事業

＊対象者：福山市に住民票があり，

今年度65歳，70歳，75歳，80歳，85歳，90歳，

95歳，100歳となる人95 100

※過去に接種したことがある人は対象外です

＊期 間：2016年(平成28年)7月1日～

2017年(平成29年)3月31日

＊自己負担：3,000円

福山市保健所 保健予防課
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ご清聴ありがとうございました

  


